
都留文科大学電子紀要の著作権について都留文科大学電子紀要の著作権について都留文科大学電子紀要の著作権について都留文科大学電子紀要の著作権について

都留文科大学電子紀要のすべては著作権法及び国際条約によって保護されています。都留文科大学電子紀要のすべては著作権法及び国際条約によって保護されています。都留文科大学電子紀要のすべては著作権法及び国際条約によって保護されています。都留文科大学電子紀要のすべては著作権法及び国際条約によって保護されています。

著作権者著作権者著作権者著作権者

「都留文科大学研究紀要」は都留文科大学が発行した論文集です。
論文の著作権は各論文の著者が保有します。
紀要本文に関して附属図書館は何ら著作権をもっておりません。

論文の引用について論文の引用について論文の引用について論文の引用について

論文を引用するときは、著作権法に基づく引用の目的・形式で行ってください。

著作権、その他詳細のお問いあわせは

都留文科大学附属図書館都留文科大学附属図書館都留文科大学附属図書館都留文科大学附属図書館
住所：402山梨県都留市田原三丁目8番1号住所：402山梨県都留市田原三丁目8番1号住所：402山梨県都留市田原三丁目8番1号住所：402山梨県都留市田原三丁目8番1号

電話：0554-43-4341(代)電話：0554-43-4341(代)電話：0554-43-4341(代)電話：0554-43-4341(代)
FAX: 0554-43-9844FAX: 0554-43-9844FAX: 0554-43-9844FAX: 0554-43-9844

E-Mail: library@tsuru.ac.jpE-Mail: library@tsuru.ac.jpE-Mail: library@tsuru.ac.jpE-Mail: library@tsuru.ac.jp

までお願いします。

電子紀要トップへ電子紀要トップへ電子紀要トップへ電子紀要トップへ



（　
は　
じ　
め　
に　
）　

小　
川　
破　
笠　
は　
、　
寛　
文　
三　
年　
（　
一　
六　
六　
三　
）　
か　
ら　
延　
享　
四　
年　
（　
一　
七　
四　
七　
）　
に　

生　
き　
た　
細　
工　
師　
・　
画　
師　
兼　
俳　
人　
で　
あ　
る　
。　
江　
戸　
時　
代　
の　
文　
化　
が　
一　
つ　
の　
頂　
点　
を　

迎　
え　
た　
元　
禄　
時　
代　
か　
ら　
次　
の　
享　
保　
時　
代　
に　
か　
け　
て　
、　
独　
特　
の　
細　
工　
物　
と　
と　
も　
に　

文　
学　
活　
動　
を　
展　
開　
さ　
せ　
た　
文　
化　
人　
と　
い　
え　
る　
。　
た　
だ　
し　
文　
化　
人　
と　
は　
い　
え　
、　
現　

代　
の　
ご　
と　
く　
イ　
ン　
テ　
リ　
と　
し　
て　
活　
躍　
を　
恣　
に　
し　
た　
の　
で　
は　
な　
く　
、　
市　
井　
人　
と　
し　

て　
上　
質　
の　
文　
化　
を　
現　
出　
せ　
し　
め　
た　
点　
に　
お　
い　
て　
、　
出　
色　
の　
存　
在　
と　
い　
え　
る　
。　

さ　
て　
、　
破　
笠　
細　
工　
と　
い　
え　
ば　
世　
界　
的　
に　
評　
価　
の　
高　
い　
工　
芸　
作　
品　
で　
あ　
る　
。　
西　

洋　
人　
は　
十　
九　
世　
紀　
後　
半　
、　
破　
笠　
を　
尾　
形　
光　
琳　
・　
葛　
飾　
北　
斎　
・　
歌　
川　
広　
重　
と　
並　
べ　

て　
、　
日　
本　
の　
四　
大　
芸　
術　
家　
と　
理　
解　
し　
て　
い　
た　
の　
で　
あ　
る　
（　
注　
一　
）　。　
こ　
の　
破　
笠　

を　
評　
す　
る　
に　
際　
し　
、　
稲　
葉　
通　
龍　
著　
『　
装　
剣　
奇　
賞　
』　（　
天　
明　
元　
年　
序　
）　
は　
そ　
の　
蒔　
絵　

を　
と　
り　
あ　
げ　
て　
、　「　
必　
ず　
楽　
焼　
又　
は　
堆　
朱　
又　
は　
染　
角　
な　
ど　
を　
あ　
し　
ら　
ひ　
、　
仕　
立　

る　
事　
、　
甚　
だ　
風　
流　
な　
る　
物　
な　
り　
、　
是　
又　
一　
名　
家　
と　
い　
ふ　
べ　
し　
」　
と　
称　
賛　
。　
菅　
原　

阮　
塘　
の　
『　
画　
師　
姓　
名　
冠　
字　
類　
抄　
』　（　
天　
保　
六　
年　
写　
）　
は　
、　
破　
笠　
細　
工　
の　
秀　
逸　
さ　
を　
、　

次　
の　
よ　
う　
に　
報　
じ　
て　
い　
る　
。　

漆　
器　
ヲ　
造　
ル　
コ　
ト　
妙　
也　
。　
世　
ニ　
破　
笠　
細　
工　
ト　
称　
シ　
テ　
、　
好　
事　
家　
ノ　
清　
玩　
ト　

ス　
。　
又　
漆　
ヲ　
用　
ヒ　
ズ　
シ　
テ　
、　
漆　
器　
ノ　
如　
ク　
ニ　
作　
ル　
工　
夫　
有　
リ　
。　
是　
ヲ　
世　
ニ　
、　

破　
笠　
彩　
色　
ト　
云　
。　
手　
際　
ス　
グ　
レ　
タ　
ル　
モ　
ノ　
也　
。　

こ　
れ　
ら　
の　
一　
文　
に　
よ　
っ　
て　
、　
工　
芸　
師　
・　
破　
笠　
に　
対　
す　
る　
日　
本　
に　
お　
け　
る　
評　
価　
の　

高　
さ　
も　
十　
分　
に　
理　
解　
す　
る　
こ　
と　
が　
で　
き　
る　
。　

破　
笠　
一　
生　
の　
概　
要　
に　
つ　
い　
て　
は　
、　
山　
岡　
俊　
明　
著　
『　
類　
聚　
名　
物　
考　
』　（　
明　
和　
・　

安　
永　
頃　
成　
立　
か　
）　
が　
、　
簡　
明　
に　
伝　
え　
て　
興　
味　
深　
い　
。　

俳　
諧　
は　
芭　
蕉　
翁　
の　
弟　
子　
に　
て　
有　
し　
が　
、　
或　
時　
の　
発　
句　
に　
「　
乞　
食　
に　
も　
か　
う　

は　
な　
ら　
れ　
ぬ　
か　
が　
し　
か　
な　
」　
と　
い　
ふ　
句　
を　
し　
た　
り　
し　
か　
ば　
、　
翁　
こ　
と　
に　
賞　

で　
て　
、　
破　
笠　
と　
い　
ふ　
名　
を　
も　
ら　
へ　
り　
。　
そ　
れ　
よ　
り　
こ　
の　
俳　
名　
を　
も　
て　
世　
に　

行　
は　
る　
。　
後　
に　
津　
軽　
公　
に　
仕　
へ　
て　
（　
中　
略　
）　
ゑ　
は　
金　
銀　
泥　
を　
も　
は　
ら　
用　
ゐ　
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小　
川　
破　
笠　
論　

楠　
　　
　　
元　
　　
　　
六　
　　
　　
男　



て　
書　
り　
云　
々　

芭　
蕉　
の　
弟　
子　
で　
あ　
っ　
た　
こ　
と　
、　
津　
軽　
公　
に　
仕　
え　
て　
い　
た　
こ　
と　
が　
指　
摘　
さ　
れ　
て　
い　

る　
。　
う　
ち　
、　
芭　
蕉　
に　
よ　
る　
「　
破　
笠　
」　
命　
名　
説　
（　
注　
二　
）　
は　
、　
他　
に　
証　
す　
る　
確　
実　

な　
資　
料　
が　
な　
く　
、　
信　
ず　
る　
に　
足　
り　
な　
い　
も　
の　
で　
あ　
ろ　
う　
。　

以　
下　
、　
日　
本　
の　
ほ　
こ　
る　
細　
工　
師　
・　
破　
笠　
に　
関　
す　
る　
問　
題　
点　
を　
任　
意　
に　
抽　
出　
し　

つ　
つ　
、　
考　
察　
を　
加　
え　
て　
い　
く　
こ　
と　
に　
し　
た　
い　
。　

（　
注　
一　
）　
灰　
野　
昭　
郎　
氏　
稿　
「　
小　
川　
破　
笠　
」　（　『　
芸　
術　
新　
潮　
』　、　
平　
成　
二　
・　
五　
）　
参　

照　
。　
最　
近　
、　
名　
古　
屋　
ボ　
ス　
ト　
ン　
美　
術　
館　
に　
お　
い　
て　
、　
「　
岡　
倉　
天　
心　
と　
ボ　

ス　
ト　
ン　
美　
術　
館　
」　（　
平　
成　
十　
一　
・　
十　
・　
二　
十　
三　
か　
ら　
平　
成　
十　
二　
・　
三　
・　

二　
十　
六　
）　
の　
企　
画　
展　
が　
あ　
り　
、　
破　
笠　
の　
「　
棕　
櫚　
意　
匠　
料　
紙　
箱　
」　
が　

紹　
介　
さ　
れ　
て　
い　
た　
。　
こ　
の　
一　
事　
を　
も　
っ　
て　
し　
て　
も　
、　
西　
洋　
に　
お　
け　

る　
破　
笠　
細　
工　
に　
対　
す　
る　
評　
価　
の　
た　
か　
さ　
は　
了　
解　
で　
き　
る　
。　

（　
注　
二　
）　
拙　
著　
『　
享　
保　
期　
江　
戸　
俳　
諧　
攷　
』　（　
新　
典　
社　
、　
平　
成　
五　
）　
所　
収　
、　「　
小　

川　
破　
笠　
ノ　
ー　
ト　
」　
に　
こ　
の　
点　
に　
つ　
い　
て　
、　
私　
見　
を　
示　
し　
て　
お　
い　
た　
。　

（　
一　
）　
研　
究　
の　
展　
望　

破　
笠　
一　
生　
の　
事　
績　
に　
つ　
い　
て　
は　
、　
相　
見　
香　
雨　
氏　
の　
「　
嵌　
工　
芸　
術　
と　
破　
笠　
」　

（　「　
日　
本　
美　
術　
協　
会　
報　
告　
」　
に　
昭　
和　
九　
年　
か　
ら　
十　
年　
に　
か　
け　
て　
連　
載　
、　
の　
ち　
書　
誌　
学　
大　

系　
『　
相　
見　
香　
雨　
集　
』　
四　
、　
青　
裳　
堂　
）　
が　
精　
緻　
を　
き　
わ　
め　
て　
い　
る　
。　
破　
笠　
の　
諸　
活　
動　

の　
概　
要　
が　
は　
じ　
め　
て　
展　
望　
さ　
れ　
た　
点　
に　
お　
い　
て　
、　
そ　
の　
歴　
史　
的　
意　
義　
は　
た　
か　
い　
。　

そ　
の　
後　
、　
破　
笠　
研　
究　
に　
新　
た　
な　
局　
面　
を　
開　
い　
た　
の　
は　
、　
平　
成　
三　
年　
に　
京　
都　
国　
立　

博　
物　
館　
で　
開　
催　
さ　
れ　
た　
展　
示　
会　
の　
図　
録　
、　『　
笠　
翁　
細　
工　
』　
に　
き　
わ　
ま　
る　
。　
二　
十　

八　
点　
の　
細　
工　
物　
と　
四　
点　
の　
絵　
画　
が　
紹　
介　
さ　
れ　
て　
お　
り　
、　
所　
載　
の　
灰　
野　
昭　
郎　
氏　
の　

解　
説　
は　
現　
代　
に　
お　
け　
る　
研　
究　
を　
う　
な　
が　
す　
に　
決　
定　
的　
な　
役　
割　
を　
は　
た　
し　
た　
。　
の　

ち　
、　
楠　
元　
は　
『　
享　
保　
期　
江　
戸　
俳　
諧　
攷　
』　
に　
、　「　
小　
川　
破　
笠　
ノ　
ー　
ト　
」　
を　
発　
表　
。　

俳　
諧　
活　
動　
の　
若　
干　
が　
報　
告　
さ　
れ　
て　
い　
る　
。　
さ　
ら　
に　
灰　
野　
氏　
は　
、　
シ　
リ　
ー　
ズ　
「　
日　

本　
の　
美　
術　
」　
に　
お　
い　
て　
『　
小　
川　
破　
笠　
―　
江　
戸　
工　
芸　
の　
粋　
』　（　
至　
文　
堂　
、　
平　
成　
十　
）　

を　
編　
集　
し　
て　
、　
破　
笠　
の　
細　
工　
物　
に　
『　
方　
氏　
墨　
譜　
』　『　
程　
氏　
墨　
苑　
』　
の　
影　
響　
を　
指　

摘　
。　
さ　
ら　
に　
は　
、　
破　
笠　
「　
擬　
作　
」　
説　
も　
発　
表　
さ　
れ　
た　
。　
こ　
れ　
ま　
で　
漠　
然　
と　
事　
績　

が　
展　
望　
さ　
れ　
て　
き　
た　
破　
笠　
研　
究　
に　
、　
は　
じ　
め　
て　
踏　
み　
込　
ん　
だ　
分　
析　
の　
メ　
ス　
が　
入　

っ　
た　
わ　
け　
で　
あ　
る　
。　
そ　
の　
意　
味　
に　
お　
い　
て　
、　
近　
年　
の　
特　
筆　
す　
べ　
き　
業　
績　
で　
あ　
っ　

た　
。　こ　

の　
灰　
野　
氏　
の　
指　
摘　
を　
視　
野　
に　
入　
れ　
つ　
つ　
、　
町　
田　
市　
立　
国　
際　
版　
画　
美　
術　
館　
主　

催　
の　
『　
江　
戸　
の　
華　
　　
浮　
世　
絵　
展　
』　（　
平　
成　
十　
一　
）　
は　
、　
新　
た　
に　
破　
笠　
の　
俳　
書　
に　

お　
け　
る　
挿　
絵　
が　
「　
詩　
箋　
」　
の　
影　
響　
を　
う　
け　
て　
い　
た　
と　
す　
る　
。　
こ　
れ　
ま　
た　
、　
新　
た　

な　
側　
面　
を　
照　
ら　
し　
出　
し　
た　
点　
に　
お　
い　
て　
、　
刺　
激　
的　
な　
提　
言　
で　
あ　
っ　
た　
。　

以　
上　
、　
こ　
れ　
ま　
で　
の　
研　
究　
動　
向　
を　
あ　
ら　
く　
振　
り　
返　
っ　
て　
き　
た　
が　
、　
平　
成　
に　
な　

っ　
て　
か　
ら　
、　
破　
笠　
の　
細　
工　
な　
り　
、　
俳　
書　
に　
お　
け　
る　
挿　
絵　
な　
り　
の　
典　
拠　
が　
、　
つ　
ぎ　

つ　
ぎ　
と　
あ　
ぶ　
り　
だ　
さ　
れ　
て　
い　
っ　
た　
感　
が　
あ　
る　
。　

さ　
て　
こ　
れ　
ら　
の　
指　
摘　
を　
確　
認　
す　
る　
に　
つ　
け　
、　
そ　
の　
視　
点　
の　
鋭　
さ　
に　
感　
服　
す　
る　

一　
方　
、　
ど　
う　
に　
も　
納　
得　
し　
が　
た　
い　
も　
の　
を　
覚　
え　
て　
し　
ま　
う　
の　
で　
あ　
る　
。　
さ　
ほ　
ど　

単　
純　
に　
素　
材　
と　
破　
笠　
の　
作　
品　
と　
の　
相　
関　
関　
係　
を　
、　
指　
摘　
し　
て　
よ　
い　
の　
か　
、　
あ　
ま　

り　
に　
も　
短　
絡　
的　
な　
指　
摘　
に　
終　
始　
し　
す　
ぎ　
て　
は　
い　
な　
い　
か　
、　
等　
々　
。　
得　
心　
の　
い　
か　

な　
い　
こ　
と　
が　
、　
多　
々　
目　
に　
つ　
い　
て　
し　
ま　
う　
の　
で　
あ　
る　
。　

こ　
こ　
に　
本　
稿　
執　
筆　
の　
出　
発　
点　
は　
あ　
る　
の　
だ　
が　
、　
先　
人　
の　
ご　
高　
説　
へ　
の　
批　
判　
も　

さ　
る　
こ　
と　
な　
が　
ら　
、　
破　
笠　
の　
仕　
事　
を　
時　
代　
の　
な　
か　
に　
置　
い　
て　
再　
評　
価　
す　
る　
と　
と　

も　
に　
、　
破　
笠　
の　
仕　
事　
に　
対　
す　
る　
さ　
さ　
や　
か　
な　
私　
見　
を　
提　
示　
す　
る　
こ　
と　
に　
専　
念　
し　

た　
い　
。　
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（　
二　
）　『　
方　
氏　
墨　
譜　
』　『　
程　
氏　
墨　
苑　
』　
を　
破　
笠　
は　
実　
際　
に　
見　
た　
の　
か　

灰　
野　
氏　
の　
指　
摘　
に　
よ　
り　
、　
破　
笠　
細　
工　
の　
一　
部　
の　
素　
材　
が　
『　
方　
氏　
墨　
譜　
』　『　
程　

氏　
墨　
苑　
』　
に　
あ　
る　
こ　
と　
は　
、　
も　
は　
や　
疑　
う　
べ　
く　
も　
な　
い　
も　
の　
と　
し　
て　
容　
認　
さ　
れ　

て　
い　
る　
ら　
し　
い　
。　
灰　
野　
氏　
は　
、　
象　
を　
素　
材　
と　
し　
た　
九　
貢　
図　
等　
を　
と　
り　
あ　
げ　
て　
、　

『　
方　
氏　
墨　
譜　
』　『　
程　
氏　
墨　
苑　
』　（　
注　
三　
）　
の　
影　
響　
に　
、　
言　
及　
さ　
れ　
た　
の　
で　
あ　
っ　
た　
。　

こ　
の　
直　
接　
的　
影　
響　
関　
係　
を　
指　
摘　
し　
た　
、　
灰　
野　
氏　
の　
見　
解　
を　
具　
体　
的　
に　
眺　
め　
て　
み　

る　
こ　
と　
に　
す　
る　
（　
注　
四　
）　。　

（　
前　
略　
）　
こ　
れ　
ら　
の　
書　
籍　
は　
中　
国　
、　
明　
時　
代　
の　
文　
人　
方　
于　
魯　
、　
程　
大　
約　
両　

氏　
の　
名　
墨　
コ　
レ　
ク　
シ　
ョ　
ン　
の　
一　
種　
の　
図　
録　
で　
あ　
る　
。　
破　
笠　
は　
そ　
の　
図　
版　
の　

古　
墨　
を　
自　
分　
の　
作　
品　
に　
そ　
っ　
く　
り　
と　
り　
入　
れ　
て　
い　
る　
の　
で　
あ　
る　
。　『　
墨　
譜　
』　

『　
墨　
苑　
』　
に　
示　
さ　
れ　
た　
こ　
の　
円　
形　
の　
墨　
の　
表　
に　
は　
貢　
物　
を　
盛　
る　
舟　
形　
の　
器　

を　
背　
負　
っ　
た　
盛　
装　
の　
象　
、　
裏　
に　
は　
「　
蛮　
夷　
竭　
歓　
　　
象　
来　
致　
福　
」　
の　
祝　
言　
を　

刻　
し　
た　
も　
の　
で　
あ　
る　
。　
こ　
の　
『　
墨　
譜　
』　『　
墨　
苑　
』　
は　
享　
保　
の　
は　
じ　
め　
こ　
ろ　

中　
国　
か　
ら　
将　
来　
さ　
れ　
た　
ば　
か　
り　
の　
も　
の　
で　
あ　
る　
。　
一　
介　
の　
江　
戸　
の　
工　
人　
破　

笠　
な　
ど　
に　
は　
眼　
に　
す　
る　
こ　
と　
の　
で　
き　
な　
い　
稀　
覯　
本　
で　
あ　
っ　
た　
は　
ず　
だ　
。　
こ　

の　
稀　
覯　
本　
か　
ら　
そ　
の　
デ　
ザ　
イ　
ン　
を　
盗　
用　
で　
き　
た　
の　
は　
、　
当　
然　
文　
人　
大　
名　
津　

軽　
信　
寿　
公　
が　
後　
ろ　
盾　
に　
居　
た　
か　
ら　
だ　
と　
筆　
者　
は　
確　
信　
し　
て　
い　
る　
。　
因　
に　

「　
春　
日　
野　
意　
匠　
硯　
箱　
」　
に　
納　
め　
ら　
れ　
て　
い　
た　
「　
玄　
鯨　
柱　
」　
の　
墨　
は　
こ　
の　

『　
方　
氏　
墨　
譜　
』　
に　
掲　
載　
さ　
れ　
て　
い　
る　
墨　
と　
同　
類　
の　
名　
墨　
な　
の　
で　
あ　
る　
。　
公　

の　
名　
墨　
収　
集　
の　
一　
つ　
と　
も　
言　
え　
る　
。　

舟　
形　
を　
背　
負　
っ　
た　
盛　
装　
の　
象　
を　
描　
い　
た　
九　
貢　
図　
に　
着　
目　
し　
つ　
つ　
、　『　
方　
氏　
墨　
譜　
』　

『　
程　
氏　
墨　
苑　
』　
の　
影　
響　
を　
、　
か　
よ　
う　
に　
指　
摘　
さ　
れ　
た　
の　
で　
あ　
っ　
た　
。　
一　
見　
す　
る　

と　
完　
璧　
な　
指　
摘　
の　
ご　
と　
く　
見　
え　
る　
が　
、　
灰　
野　
氏　
も　
言　
及　
さ　
れ　
て　
い　
る　
ご　
と　
く　
、　

『　
方　
氏　
墨　
譜　
』　『　
程　
氏　
墨　
苑　
』　
は　
、　
ま　
ぎ　
れ　
も　
な　
い　
稀　
覯　
本　
で　
あ　
る　
。　

我　
々　
は　
、　
津　
軽　
信　
寿　
公　
の　
書　
架　
に　
『　
方　
氏　
墨　
譜　
』　『　
程　
氏　
墨　
苑　
』　
が　
存　
在　
し　

た　
こ　
と　
、　
さ　
ら　
に　
は　
両　
書　
に　
関　
し　
て　
信　
寿　
公　
か　
ら　
破　
笠　
が　
披　
見　
の　
機　
会　
を　
与　
え　

ら　
れ　
た　
こ　
と　
等　
を　
確　
認　
せ　
ず　
に　
、　
灰　
野　
氏　
の　
仮　
説　
に　
賛　
同　
す　
る　
わ　
け　
に　
は　
い　
か　

な　
い　
の　
で　
は　
な　
か　
ろ　
う　
か　
。　
こ　
う　
し　
た　
微　
細　
な　
問　
題　
が　
解　
決　
さ　
れ　
て　
い　
な　
い　
以　

上　
、　
あ　
ま　
り　
に　
も　
片　
手　
落　
ち　
の　
指　
摘　
と　
せ　
ざ　
る　
を　
え　
な　
い　
。　

・　
第　
一　
の　
疑　
問　

灰　
野　
氏　
の　
指　
摘　
が　
内　
包　
す　
る　
矛　
盾　
を　
、　
以　
下　
具　
体　
的　
に　
検　
証　
し　
て　
い　
く　
こ　
と　

と　
し　
た　
い　
。　
ま　
ず　
第　
一　
に　
、　「　
九　
貢　
図　
」　
に　
関　
し　
て　
拘　
泥　
し　
て　
み　
た　
い　
。　
破　
笠　

の　
細　
工　
の　
う　
ち　
、　「　
九　
貢　
墨　
」　
の　
意　
匠　
を　
ふ　
く　
む　
細　
工　
物　
は　
、　
お　
お　
む　
ね　
享　
保　

五　
年　
、　
六　
年　
に　
集　
中　
し　
て　
い　
る　
と　
現　
在　
の　
と　
こ　
ろ　
考　
え　
ら　
れ　
て　
い　
る　
。　
た　
と　
え　

ば　
、　「　
九　
貢　
墨　
」　
を　
ふ　
く　
む　
「　
文　
房　
具　
意　
匠　
板　
戸　
」　（　
享　
保　
五　
年　
製　
）　
は　
名　
古　
屋　

市　
立　
博　
物　
館　
所　
有　
の　
も　
の　
、　「　
象　
文　
象　
嵌　
硯　
箱　
」　（　
成　
立　
年　
不　
明　
）　
は　
彦　
根　
城　
博　

物　
館　
所　
有　
の　
も　
の　
、　
他　
の　
「　
象　
意　
匠　
硯　
箱　
」　（　
享　
保　
六　
年　
製　
）　
等　
は　
大　
阪　
市　
立　
美　

術　
館　
の　
蔵　
す　
る　
と　
こ　
ろ　
で　
あ　
る　
。　
こ　
れ　
ら　
の　
製　
作　
年　
代　
を　
考　
慮　
す　
る　
と　
、　
破　
笠　

は　
享　
保　
五　
年　
段　
階　
で　
、　「　
九　
貢　
墨　
」　
の　
存　
在　
を　
認　
識　
し　
て　
い　
た　
こ　
と　
に　
な　
ろ　
う　
。　

し　
か　
る　
に　
、　
破　
笠　
が　
津　
軽　
信　
寿　
公　
に　
お　
仕　
え　
し　
た　
の　
は　
、　
享　
保　
八　
年　
六　
月　
二　
十　

一　
日　
以　
降　
の　
こ　
と　
で　
あ　
る　
。　
正　
式　
に　
抱　
え　
て　
も　
い　
な　
い　
段　
階　
で　
、　
津　
軽　
信　
寿　
公　

が　
一　
介　
の　
細　
工　
師　
に　
『　
方　
氏　
墨　
譜　
』　『　
程　
氏　
墨　
苑　
』　
を　
閲　
覧　
さ　
せ　
る　
機　
会　
を　
与　

え　
た　
と　
考　
え　
う　
る　
の　
だ　
ろ　
う　
か　
。　
常　
識　
的　
に　
考　
え　
る　
な　
ら　
ば　
、　
そ　
れ　
は　
無　
理　
と　

い　
う　
も　
の　
で　
あ　
ろ　
う　
。　
し　
か　
も　
、　「　
文　
房　
具　
意　
匠　
板　
戸　
」　
は　
名　
古　
屋　
市　
立　
博　
物　

館　
の　
も　
の　
で　
あ　
り　
、　
尾　
張　
家　
に　
か　
か　
わ　
る　
品　
と　
理　
解　
せ　
ざ　
る　
を　
え　
な　
い　
。　
彦　
根　

城　
博　
物　
館　
蔵　
の　
「　
象　
文　
象　
嵌　
硯　
箱　
」　
は　
、　
当　
然　
の　
こ　
と　
井　
伊　
家　
ゆ　
か　
り　
の　
品　
で　

あ　
る　
。　
大　
阪　
市　
立　
美　
術　
館　
の　
も　
の　
に　
関　
し　
て　
は　
、　
残　
念　
な　
が　
ら　
伝　
来　
の　
経　
緯　
を　

寡　
聞　
の　
筆　
者　
は　
知　
ら　
な　
い　
。　
と　
も　
あ　
れ　
所　
蔵　
場　
所　
を　
考　
慮　
す　
る　
と　
き　
、　
破　
笠　
の　

「　
九　
貢　
図　
」　
に　
よ　
る　
意　
匠　
成　
立　
に　
関　
し　
て　
、　
津　
軽　
信　
寿　
公　
の　
支　
援　
を　
絶　
対　
的　
と　

す　
る　
わ　
け　
に　
は　
い　
か　
な　
い　
だ　
ろ　
う　
。　
年　
代　
的　
な　
矛　
盾　
、　
さ　
ら　
に　
は　
細　
工　
物　
の　
多　
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様　
な　
所　
蔵　
場　
所　
か　
ら　
判　
断　
し　
て　
、　
破　
笠　
が　
津　
軽　
公　
か　
ら　
『　
方　
氏　
墨　
譜　
』　『　
程　
氏　

墨　
苑　
』　
を　
一　
見　
す　
る　
機　
会　
を　
与　
え　
ら　
れ　
た　
と　
い　
う　
推　
定　
は　
、　
相　
当　
の　
確　
率　
で　
否　

定　
さ　
れ　
る　
べ　
き　
も　
の　
と　
考　
え　
る　
。　

・　
第　
二　
の　
疑　
問　

◇　
『　
方　
氏　
墨　
譜　
』　
八　
冊　
の　
場　
合　

続　
い　
て　
、　『　
方　
氏　
墨　
譜　
』　『　
程　
氏　
墨　
苑　
』　
が　
稀　
覯　
本　
で　
あ　
っ　
た　
と　
い　
う　
点　
を　
再　

確　
認　
し　
て　
い　
き　
た　
い　
。　
最　
初　
に　
『　
方　
氏　
墨　
譜　
』　
の　
方　
か　
ら　
言　
及　
し　
て　
い　
く　
こ　
と　

に　
す　
る　
。　『　
方　
氏　
墨　
譜　
』　
は　
、　
明　
時　
代　
に　
方　
于　
魯　
が　
出　
版　
し　
た　
製　
墨　
の　
カ　
タ　
ロ　

グ　
で　
あ　
る　
。　
文　
房　
具　
の　
研　
究　
に　
通　
暁　
し　
て　
お　
ら　
れ　
る　
中　
田　
勇　
次　
郎　
氏　
に　
、　
次　
の　

言　
が　
あ　
る　
（　
注　
五　
）　。　

方　
氏　
墨　
譜　
の　
序　
跋　
の　
の　
た　
ぐ　
い　
は　
、　
序　
跋　
等　
を　
あ　
わ　
せ　
て　
四　
十　
篇　
あ　
ま　
り　

も　
あ　
り　
、　
当　
時　
の　
知　
名　
の　
士　
を　
つ　
く　
し　
た　
感　
が　
あ　
り　
、　
万　
暦　
十　
六　
年　
（　
一　

五　
八　
八　
）　
に　
成　
っ　
て　
か　
ら　
、　
万　
暦　
三　
十　
六　
年　
に　
至　
る　
二　
十　
年　
間　
に　
わ　
た　
り　
、　

お　
そ　
ら　
く　
そ　
の　
間　
何　
回　
か　
に　
わ　
た　
っ　
て　
刊　
行　
さ　
れ　
、　
そ　
の　
の　
ち　
方　
の　
没　
後　

に　
も　
刊　
行　
さ　
れ　
た　
こ　
と　
と　
思　
う　
。　

中　
田　
氏　
は　
、　
大　
阪　
府　
立　
図　
書　
館　
本　
・　
陽　
明　
文　
庫　
本　
・　
東　
洋　
文　
庫　
本　
・　
松　
本　
文　
庫　

本　
（　
京　
大　
人　
文　
科　
学　
研　
究　
所　
）　
・　
加　
賀　
文　
庫　
本　
の　
五　
本　
対　
照　
表　
も　
提　
示　
さ　
れ　
て　

い　
る　
。　

こ　
の　
『　
方　
氏　
墨　
譜　
』　
で　
あ　
る　
が　
、　
す　
く　
な　
く　
と　
も　
正　
徳　
以　
前　
に　
、　
日　
本　
に　
舶　

載　
さ　
れ　
て　
い　
た　
も　
の　
と　
思　
わ　
れ　
る　
。　
そ　
の　
根　
拠　
は　
、　
松　
井　
長　
江　
の　
編　
に　
な　
る　

『　
名　
墨　
む　
か　
し　
の　
水　
』　（　
正　
徳　
五　
年　
）　
と　
い　
う　
俳　
書　
の　
「　
題　
釈　
」　
に　
、　「　
八　
千　
代　

ふ　
る　
椿　
井　
の　
水　
を　
墨　
に　
和　
す　
る　
は　
、　
大　
明　
于　
魯　
が　
家　
の　
霊　
泉　
を　
慕　
ふ　
に　
似　
た　
り　
」　

と　
あ　
る　
こ　
と　
に　
よ　
る　
。　
編　
者　
の　
松　
井　
長　
江　
は　
、　
奈　
良　
で　
製　
墨　
業　
を　
い　
と　
な　
む　
古　

梅　
園　
の　
六　
代　
当　
主　
・　
松　
井　
元　
泰　
（　
元　
禄　
二　
年　
〜　
寛　
保　
三　
年　
）　
そ　
の　
人　
で　
あ　
る　
。　

「　
題　
釈　
」　
に　
い　
う　
「　
大　
明　
于　
魯　
」　
は　
、　
も　
ち　
ろ　
ん　
方　
于　
魯　
の　
こ　
と　
で　
あ　
る　
。　
と　

す　
る　
と　
、　
正　
徳　
五　
年　
以　
前　
に　
松　
井　
元　
泰　
は　
『　
方　
氏　
墨　
譜　
』　
を　
披　
見　
し　
て　
い　
な　
け　

れ　
ば　
な　
ら　
な　
い　
。　
さ　
ら　
に　
注　
目　
す　
べ　
き　
は　
、　『　
名　
墨　
む　
か　
し　
の　
水　
』　
の　
「　
古　
梅　

園　
墨　
述　
言　
」　
に　
、　
次　
の　
文　
言　
が　
確　
認　
で　
き　
る　
こ　
と　
で　
あ　
る　
。　

や　
つ　
が　
れ　
世　
に　
広　
む　
る　
墨　
凡　
そ　
二　
百　
余　
種　
の　
内　
、　
風　
流　
の　
品　
々　
を　
絵　
に　
う　

つ　
せ　
る　
古　
梅　
園　
墨　
譜　
一　
巻　
、　
並　
び　
に　
四　
方　
讃　
奨　
の　
詩　
文　
・　
名　
墨　
新　
詠　
集　
一　

巻　
、　
既　
に　
梓　
に　
彫　
り　
て　
流　
布　
す　

こ　
の　
「　
述　
言　
」　
に　
よ　
る　
と　
、　『　
名　
墨　
む　
か　
し　
の　
水　
』　
が　
出　
版　
さ　
れ　
た　
正　
徳　
五　
年　

（　
一　
七　
一　
五　
）　
以　
前　
に　
、　『　
古　
梅　
園　
墨　
譜　
』　
の　
第　
一　
巻　
め　
は　
刊　
行　
さ　
れ　
て　
い　
る　
こ　

と　
に　
な　
る　
。　
こ　
の　
『　
古　
梅　
園　
墨　
譜　
』　
の　
趣　
向　
は　
、　
こ　
れ　
ま　
た　
当　
然　
の　
こ　
と　
、　

『　
方　
氏　
墨　
譜　
』　
に　
倣　
っ　
た　
も　
の　
で　
あ　
る　
。　
現　
在　
の　
と　
こ　
ろ　
、　『　
古　
梅　
園　
墨　
譜　
』　
と　

い　
う　
と　
正　
続　
九　
冊　
の　
も　
の　
を　
完　
本　
と　
す　
る　
が　
、　
そ　
れ　
は　
の　
ち　
に　
再　
編　
集　
さ　
れ　
た　

も　
の　
で　
あ　
っ　
て　
、　
そ　
も　
そ　
も　
そ　
の　
第　
一　
冊　
め　
は　
正　
徳　
初　
期　
に　
刊　
行　
さ　
れ　
て　
い　
た　

の　
で　
あ　
る　
。　

以　
上　
の　
状　
況　
か　
ら　
判　
断　
し　
て　
、　
宝　
永　
末　
か　
ら　
正　
徳　
初　
期　
に　
あ　
っ　
て　
は　
、　『　
方　

氏　
墨　
譜　
』　
は　
す　
で　
に　
日　
本　
に　
存　
在　
し　
て　
い　
た　
と　
せ　
ざ　
る　
を　
え　
な　
い　
だ　
ろ　
う　
。　
と　

は　
い　
え　
、　
製　
墨　
業　
に　
従　
事　
す　
る　
松　
井　
元　
泰　
な　
れ　
ば　
こ　
そ　
、　
披　
見　
の　
機　
会　
を　
う　
る　

こ　
と　
が　
で　
き　
た　
の　
で　
あ　
る　
。　
な　
ぜ　
そ　
の　
よ　
う　
に　
判　
断　
す　
る　
の　
か　
と　
い　
う　
と　
、　
元　

泰　
の　
編　
に　
な　
る　
『　
古　
梅　
園　
名　
墨　
新　
詠　
』　（　
正　
徳　
三　
年　
）　
を　
ひ　
も　
と　
く　
と　
、　
林　
大　

学　
頭　
は　
い　
う　
ま　
で　
も　
な　
く　
、　
朝　
鮮　
国　
学　
士　
李　
東　
郭　
、　
琉　
球　
国　
帯　
貝　
、　
さ　
ら　
に　
は　

黄　
檗　
僧　
、　
臨　
済　
僧　
の　
著　
名　
人　
が　
名　
を　
連　
ね　
て　
い　
る　
か　
ら　
で　
あ　
る　
。　
そ　
こ　
に　
名　
を　

連　
ね　
る　
多　
様　
な　
交　
流　
圏　
を　
も　
っ　
て　
す　
れ　
ば　
、　『　
方　
氏　
墨　
譜　
』　
の　
入　
手　
も　
十　
分　
可　

能　
な　
状　
況　
に　
あ　
っ　
た　
筈　
で　
あ　
る　
。　

し　
か　
し　
一　
般　
の　
人　
に　
と　
っ　
て　
は　
、　
や　
は　
り　
入　
手　
困　
難　
な　
部　
類　
の　
書　
籍　
で　
あ　
っ　

た　
。　
大　
庭　
脩　
氏　
の　
『　
唐　
船　
持　
渡　
書　
の　
研　
究　
』　（　
関　
西　
大　
学　
東　
西　
学　
術　
研　
究　
所　
、　
昭　

和　
四　
十　
二　
）　
に　
よ　
る　
と　
、　
享　
保　
二　
年　
（　
一　
七　
一　
七　
）　、　
弘　
化　
三　
年　
（　
一　
八　
四　
六　
）　、　
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安　
政　
二　
年　
（　
一　
八　
五　
五　
）　
に　
、　『　
方　
氏　
墨　
譜　
』　
の　
舶　
載　
を　
確　
認　
す　
る　
こ　
と　
が　
で　

き　
る　
。　
継　
続　
的　
な　
需　
要　
が　
、　
見　
え　
か　
く　
れ　
す　
る　
デ　
ー　
タ　
と　
い　
え　
る　
。　
ま　
た　
大　
日　

本　
近　
世　
資　
料　
の　
『　
幕　
府　
書　
物　
方　
日　
記　
』　（　
東　
京　
大　
学　
出　
版　
会　
）　
を　
検　
索　
す　
る　
と　
、　

享　
保　
七　
年　
一　
月　
十　
八　
日　
、　
十　
一　
年　
五　
月　
二　
十　
五　
日　
、　
同　
年　
六　
月　
十　
五　
日　
、　
同　
年　

六　
月　
二　
十　
四　
日　
二　
十　
五　
日　
、　
元　
文　
二　
年　
十　
一　
月　
十　
三　
日　
、　
同　
年　
十　
一　
月　
二　
十　
日　
、　

元　
文　
三　
年　
四　
月　
十　
四　
日　
、　
寛　
保　
二　
年　
五　
月　
二　
十　
一　
日　
、　
同　
年　
六　
月　
十　
七　
日　
と　
、　

頻　
繁　
に　
帯　
出　
・　
返　
却　
が　
く　
り　
か　
え　
さ　
れ　
て　
い　
る　
。　
需　
要　
の　
程　
度　
と　
と　
も　
に　
、　
入　

手　
し　
が　
た　
い　
状　
況　
も　
垣　
間　
見　
え　
て　
く　
る　
。　

要　
す　
る　
に　
、　
い　
ま　
だ　
津　
軽　
家　
に　
出　
仕　
し　
て　
い　
な　
い　
破　
笠　
が　
閲　
覧　
す　
る　
に　
は　
、　

高　
級　
す　
ぎ　
る　
本　
な　
の　
で　
あ　
る　
。　

◇　
『　
程　
氏　
墨　
苑　
』　
二　
十　
四　
冊　
の　
場　
合　

他　
方　
『　
程　
氏　
墨　
苑　
』　
の　
方　
は　
、　
お　
な　
じ　
く　
明　
時　
代　
に　
程　
大　
約　
（　
程　
君　
房　
）　
が　

編　
集　
し　
た　
製　
墨　
の　
カ　
タ　
ロ　
グ　
で　
あ　
る　
。　
方　
于　
魯　
の　
『　
方　
氏　
墨　
譜　
』　
よ　
り　
、　
若　
干　

遅　
れ　
て　
刊　
行　
さ　
れ　
た　
も　
の　
ら　
し　
い　
。　

同　
書　
出　
版　
に　
い　
た　
る　
経　
緯　
に　
関　
し　
て　
は　
、　
中　
田　
勇　
次　
郎　
氏　
の　
「　
程　
氏　
墨　
苑　
の　

研　
究　
」　（　
『　
中　
田　
勇　
次　
郎　
著　
作　
集　
』　
七　
）　
に　
詳　
し　
い　
。　
程　
君　
房　
の　
製　
墨　
上　
の　
弟　
子　

が　
、　
方　
于　
魯　
で　
あ　
っ　
た　
。　
方　
于　
魯　
が　
、　
程　
君　
房　
の　
愛　
妾　
と　
結　
婚　
す　
る　
に　
い　
た　
り　
、　

程　
君　
房　
と　
方　
于　
魯　
は　
、　
離　
反　
対　
立　
す　
る　
よ　
う　
に　
な　
る　
。　
こ　
の　
対　
立　
状　
況　
の　
ま　
ま　
、　

両　
者　
は　
墨　
の　
カ　
タ　
ロ　
グ　
出　
版　
を　
競　
う　
の　
で　
あ　
る　
が　
、　
結　
局　
は　
程　
君　
房　
が　
遅　
れ　
を　

と　
っ　
て　
し　
ま　
う　
。　
遅　
れ　
を　
と　
っ　
た　
だ　
け　
に　
、　『　
程　
氏　
墨　
苑　
』　
は　
『　
方　
氏　
墨　
譜　
』　

よ　
り　
大　
部　
の　
も　
の　
と　
な　
っ　
て　
い　
る　
。　
内　
容　
的　
に　
は　
『　
方　
氏　
墨　
譜　
』　
と　
一　
致　
す　
る　

図　
柄　
も　
少　
な　
く　
な　
い　
。　

な　
お　
江　
戸　
時　
代　
人　
は　
、　『　
方　
氏　
墨　
譜　
』　『　
程　
氏　
墨　
苑　
』　
が　
渡　
来　
す　
る　
以　
前　
に　
、　

方　
于　
魯　
・　
程　
君　
房　
両　
者　
の　
反　
目　
を　
知　
っ　
て　
い　
た　
で　
あ　
ろ　
う　
。　『　
五　
雑　
俎　
』　
に　
反　

目　
の　
様　
相　
が　
、　
す　
で　
に　
記　
さ　
れ　
て　
い　
る　
か　
ら　
で　
あ　
る　
。　
く　
だ　
ん　
の　
『　
程　
氏　
墨　
苑　
』　

で　
あ　
る　
が　
、　
本　
書　
は　
中　
国　
に　
お　
い　
て　
も　
入　
手　
し　
が　
た　
い　
本　
で　
あ　
っ　
た　
と　
い　
う　
。　

日　
本　
へ　
の　
舶　
載　
と　
な　
る　
と　
、　
さ　
ら　
に　
困　
難　
を　
き　
わ　
め　
た　
筈　
で　
あ　
る　
。　
文　
房　
具　
に　

詳　
し　
い　
、　
宇　
野　
雪　
村　
氏　
は　
、　『　
古　
墨　
』　（　
木　
耳　
社　
、　
昭　
和　
四　
十　
三　
）　
に　
お　
い　
て　
、　

渡　
来　
の　
絶　
対　
的　
な　
困　
難　
さ　
を　
指　
摘　
な　
さ　
っ　
て　
い　
る　
。　
実　
際　
、　『　
程　
氏　
墨　
苑　
』　
に　

は　
マ　
テ　
オ　
・　
リ　
ッ　
チ　
携　
行　
の　
聖　
母　
像　
や　
キ　
リ　
ス　
ト　
教　
関　
係　
の　
図　
譜　
も　
あ　
り　
、　
無　

節　
操　
に　
舶　
載　
で　
き　
る　
類　
い　
の　
本　
で　
は　
な　
か　
っ　
た　
。　『　
程　
氏　
墨　
苑　
』　
所　
載　
の　
聖　
母　

像　
に　
関　
し　
て　
は　
、　
中　
国　
・　
日　
本　
に　
お　
け　
る　
版　
画　
の　
問　
題　
を　
論　
じ　
た　
小　
野　
忠　
重　
氏　

稿　
『　
支　
那　
版　
画　
叢　
考　
』　（　
双　
林　
社　
、　
昭　
和　
十　
九　
）　
も　
そ　
な　
わ　
る　
ほ　
ど　
、　
歴　
史　
的　
な　

意　
味　
を　
含　
む　
も　
の　
で　
は　
あ　
る　
が　
。　

さ　
て　
、　
大　
庭　
脩　
氏　
の　
『　
唐　
船　
持　
渡　
書　
の　
研　
究　
』　
は　
、　『　
程　
氏　
墨　
苑　
』　
に　
関　
し　

て　
享　
保　
二　
十　
年　
の　
渡　
来　
を　
報　
告　
（　『　
商　
船　
舶　
来　
書　
目　
』　
で　
は　
、　
享　
保　
十　
二　
年　
の　
渡　
来　

も　
確　
認　
で　
き　
る　
と　
い　
う　
）　。　
ま　
た　
『　
幕　
府　
書　
物　
方　
日　
記　
』　
に　
よ　
る　
と　
、　
享　
保　
八　
年　

か　
ら　
延　
享　
二　
年　
ま　
で　
、　
幕　
府　
お　
側　
衆　
の　
兵　
庫　
頭　
（　
有　
馬　
氏　
倫　
）　
が　
借　
り　
っ　
放　
し　

の　
状　
況　
で　
あ　
っ　
た　
。　
そ　
の　
こ　
と　
が　
い　
か　
な　
る　
意　
味　
を　
持　
つ　
の　
か　
は　
わ　
か　
ら　
な　
い　

が　
、　
一　
種　
危　
険　
な　
匂　
い　
の　
す　
る　
書　
籍　
で　
あ　
っ　
た　
こ　
と　
は　
間　
違　
い　
な　
か　
ろ　
う　
。　
よ　

っ　
て　
、　
破　
笠　
の　
目　
に　
ふ　
れ　
る　
こ　
と　
な　
ど　
絶　
対　
に　
あ　
り　
え　
な　
い　
の　
で　
あ　
る　
。　

以　
上　
、　『　
方　
氏　
墨　
譜　
』　『　
程　
氏　
墨　
苑　
』　
両　
書　
に　
関　
し　
て　
、　
破　
笠　
が　
閲　
覧　
す　
る　
可　

能　
性　
の　
な　
い　
こ　
と　
を　
論　
じ　
て　
き　
た　
。　
か　
く　
も　
高　
尚　
な　
貴　
重　
書　
を　
、　
市　
井　
の　
細　
工　

師　
ふ　
ぜ　
い　
が　
一　
見　
で　
き　
る　
ほ　
ど　
、　
江　
戸　
時　
代　
は　
融　
通　
無　
碍　
か　
つ　
開　
放　
的　
で　
は　
な　

か　
っ　
た　
筈　
で　
あ　
る　
。　

・　
第　
三　
の　
疑　
問　

『　
方　
氏　
墨　
譜　
』　
八　
冊　
、　『　
程　
氏　
墨　
苑　
』　
二　
十　
四　
冊　
と　
も　
に　
、　
多　
様　
な　
図　
柄　
を　

収　
め　
て　
い　
る　
。　『　
程　
氏　
墨　
苑　
』　
に　
至　
っ　
て　
は　
、　
数　
え　
る　
の　
が　
大　
儀　
な　
ほ　
ど　
で　
あ　

る　
。　
図　
柄　
の　
少　
な　
い　
『　
方　
氏　
墨　
譜　
』　
に　
し　
て　
も　
、　
墨　
図　
三　
百　
四　
十　
九　
種　
の　
多　
さ　

で　
あ　
る　
。　
芸　
術　
的　
で　
さ　
え　
あ　
る　
こ　
れ　
ら　
の　
墨　
図　
の　
全　
容　
を　
一　
見　
し　
た　
に　
し　
て　
は　
、　
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破　
笠　
の　
細　
工　
物　
を　
み　
る　
に　
、　
あ　
ま　
り　
に　
も　
影　
響　
が　
限　
定　
さ　
れ　
す　
ぎ　
て　
い　
な　
い　
か　
。　

破　
笠　
が　
参　
照　
し　
た　
と　
思　
わ　
れ　
る　
も　
の　
は　
、　
わ　
ず　
か　
数　
種　
を　
数　
え　
る　
に　
す　
ぎ　
な　
い　
。　

こ　
の　
程　
度　
の　
影　
響　
関　
係　
な　
ら　
ば　
、　『　
方　
氏　
墨　
譜　
』　『　
程　
氏　
墨　
苑　
』　
と　
も　
に　
披　
見　
し　

て　
い　
な　
か　
っ　
た　
と　
考　
え　
た　
方　
が　
む　
し　
ろ　
よ　
か　
ろ　
う　
。　

・　
第　
四　
の　
疑　
問　

こ　
れ　
ま　
で　
、　『　
方　
氏　
墨　
譜　
』　『　
程　
氏　
墨　
苑　
』　
両　
書　
を　
破　
笠　
が　
披　
見　
し　
た　
と　
考　
え　

た　
場　
合　
、　
論　
理　
的　
矛　
盾　
を　
き　
た　
し　
て　
し　
ま　
う　
状　
況　
を　
確　
認　
し　
て　
き　
た　
。　

次　
は　
、　
実　
際　
に　
作　
品　
に　
つ　
き　
つ　
つ　
、　
披　
見　
の　
可　
能　
性　
が　
な　
い　
こ　
と　
を　
証　
明　
し　

て　
い　
き　
た　
い　
。　
ま　
ず　
名　
古　
屋　
市　
立　
博　
物　
館　
蔵　
の　
「　
文　
房　
具　
意　
匠　
板　
戸　
」　（　
図　
一　
）　

を　
ご　
参　
照　
い　
た　
だ　
き　
た　
い　
。　
板　
戸　
に　
古　
墨　
や　
水　
差　
し　
等　
象　
嵌　
細　
工　
が　
ほ　
ど　
こ　
さ　

れ　
て　
い　
る　
が　
、　
円　
形　
古　
墨　
（　
図　
二　
）　
に　
は　
「　
享　
保　
五　
歳　
庚　
子　
春　
日　
」　
の　
銘　
記　
が　

あ　
り　
、　
成　
立　
年　
次　
を　
お　
よ　
そ　
推　
定　
す　
る　
こ　
と　
が　
で　
き　
る　
。　
享　
保　
五　
年　
成　
立　
で　
あ　

る　
と　
す　
る　
な　
ら　
、　
破　
笠　
五　
十　
八　
歳　
の　
折　
の　
作　
品　
と　
い　
う　
こ　
と　
に　
な　
る　
。　
い　
わ　
ゆ　

る　
津　
軽　
家　
お　
抱　
え　
以　
前　
の　
作　
品　
と　
い　
う　
こ　
と　
に　
な　
る　
の　
だ　
が　
、　
こ　
の　
「　
文　
房　
具　

意　
匠　
板　
戸　
」　
を　
と　
ら　
え　
て　
、　
京　
都　
国　
立　
博　
物　
館　
の　
図　
録　
に　
は　
、　「　
弘　
前　
藩　
仕　
官　

以　
前　
の　
作　
品　
だ　
が　
す　
で　
に　
藩　
主　
信　
寿　
公　
の　
バ　
ッ　
ク　
ア　
ッ　
プ　
が　
な　
さ　
れ　
て　
い　
た　
と　

推　
測　
さ　
れ　
る　
作　
品　
」　
と　
の　
見　
解　
が　
付　
さ　
れ　
て　
い　
る　
。　
名　
古　
屋　
市　
立　
博　
物　
館　
所　
蔵　

の　
板　
戸　
を　
観　
察　
し　
て　
、　
津　
軽　
信　
寿　
公　
の　
影　
響　
を　
推　
定　
す　
る　
こ　
と　
に　
す　
で　
に　
疑　
問　

が　
あ　
る　
。　
こ　
の　
よ　
う　
な　
場　
合　
、　
尾　
張　
藩　
主　
の　
嗜　
好　
を　
嗅　
ぎ　
と　
れ　
ば　
よ　
い　
わ　
け　
で　
、　

そ　
こ　
に　
津　
軽　
藩　
の　
存　
在　
な　
ど　
考　
慮　
す　
る　
必　
要　
も　
な　
い　
。　
諸　
国　
の　
大　
名　
に　
、　
文　
房　

四　
宝　
趣　
味　
が　
あ　
っ　
た　
と　
理　
解　
す　
れ　
ば　
よ　
い　
わ　
け　
で　
、　
破　
笠　
す　
な　
わ　
ち　
津　
軽　
と　
の　

関　
わ　
り　
と　
い　
う　
図　
式　
で　
処　
理　
す　
る　
こ　
と　
自　
体　
が　
、　
極　
端　
に　
画　
一　
的　
な　
反　
応　
に　
す　

ぎ　
る　
と　
い　
え　
る　
。　

（　
図　
一　
）　『　
小　
川　
破　
笠　
│　
江　
戸　
工　
芸　
の　
粋　
』　
よ　
り　

（　
図　
二　
）　『　
小　
川　
破　
笠　
│　
江　
戸　
工　
芸　
の　
粋　
』　
よ　
り　

（　
図　
三　
）　『　
小　
川　
破　
笠　
│　
江　
戸　
工　
芸　
の　
粋　
』　
よ　
り　
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さ　
て　
、　
津　
軽　
と　
の　
関　
わ　
り　
を　
否　
定　
し　
た　
上　
で　
、　
虚　
心　
に　
こ　
の　
板　
戸　
を　
観　
察　
し　

て　
み　
る　
と　
、　
半　
分　
擦　
り　
減　
っ　
た　
「　
大　
黒　
香　
」　（　
図　
三　
）　
が　
注　
目　
さ　
れ　
る　
。　
こ　
こ　

で　
使　
用　
せ　
ら　
れ　
て　
い　
る　
「　
大　
黒　
香　
」　
は　
、　『　
方　
氏　
墨　
譜　
』　『　
程　
氏　
墨　
苑　
』　
に　
は　
記　

載　
さ　
れ　
て　
い　
な　
い　
。　
と　
す　
る　
と　
、　
誰　
が　
考　
え　
て　
も　
『　
方　
氏　
墨　
譜　
』　『　
程　
氏　
墨　
苑　
』　

に　
準　
拠　
し　
て　
い　
な　
い　
こ　
と　
に　
な　
る　
。　
要　
す　
る　
に　
、　
破　
笠　
は　
実　
際　
の　
墨　
を　
観　
察　
し　

な　
が　
ら　
、　
こ　
の　
象　
嵌　
細　
工　
を　
製　
作　
し　
た　
の　
だ　
と　
し　
か　
考　
え　
よ　
う　
が　
な　
い　
。　
な　
お　
、　

徳　
川　
黎　
明　
会　
編　
『　
古　
墨　
』　（　
し　
こ　
う　
し　
ゃ　
、　
平　
成　
三　
）　
を　
検　
索　
し　
つ　
つ　
、　
現　
存　
す　

る　
「　
大　
黒　
香　
」　
を　
探　
し　
て　
み　
た　
の　
だ　
が　
、　
該　
当　
の　
も　
の　
は　
確　
認　
す　
る　
こ　
と　
が　
で　

き　
な　
か　
っ　
た　
。　
た　
だ　
し　
、　
汪　
元　
作　
、　
葉　
玄　
卿　
作　
、　
程　
君　
房　
作　
、　
程　
公　
望　
作　
、　
方　

瑞　
元　
作　
等　
の　
も　
の　
が　
紹　
介　
さ　
れ　
て　
お　
り　
、　
か　
つ　
て　
は　
破　
笠　
が　
一　
見　
し　
た　
「　
大　
黒　

香　
」　
も　
存　
在　
し　
た　
で　
あ　
ろ　
う　
こ　
と　
は　
想　
像　
に　
か　
た　
く　
な　
い　
。　

続　
い　
て　
、　「　
宝　
露　
臺　
」　
に　
材　
を　
採　
っ　
た　
も　
の　
を　
検　
討　
し　
て　
み　
た　
い　
。　
こ　
れ　
に　

関　
わ　
る　
破　
笠　
の　
作　
品　
と　
し　
て　
、　「　
宝　
露　
臺　
意　
匠　
印　
籠　
」　（　
図　
四　
）　
お　
よ　
び　
「　
宝　
露　

臺　
意　
匠　
聯　
」　（　
図　
五　
）　
が　
知　
ら　
れ　
て　
い　
る　
。　
と　
も　
に　
問　
題　
を　
孕　
む　
作　
品　
だ　
と　
思　

わ　
れ　
る　
。　
ど　
こ　
が　
問　
題　
な　
の　
か　
と　
い　
う　
と　
、　『　
方　
氏　
墨　
譜　
』　（　
図　
六　
）　
と　
『　
程　
氏　

墨　
苑　
』　（　
図　
七　
）　
所　
収　
の　
「　
宝　
露　
臺　
」　
の　
記　
事　
を　
凝　
視　
し　
て　
み　
る　
と　
、　
も　
ろ　
も　

ろ　
の　
矛　
盾　
が　
み　
え　
て　
く　
る　
か　
ら　
で　
あ　
る　
。　
破　
笠　
の　
「　
宝　
露　
臺　
意　
匠　
印　
籠　
」　（　
図　

四　
）　
の　
場　
合　
、　
文　
字　
の　
デ　
ザ　
イ　
ン　
化　
と　
し　
て　
は　
『　
方　
氏　
墨　
譜　
』　
の　
方　
が　
合　
致　
す　

る　
。　
た　
だ　
し　
、　
そ　
こ　
に　
付　
さ　
れ　
て　
い　
る　
絵　
柄　
は　
、　「　
宝　
露　
臺　
」　
と　
は　
何　
の　
関　
係　

も　
な　
い　
。　
あ　
く　
ま　
で　
も　
文　
字　
の　
デ　
ザ　
イ　
ン　
に　
興　
味　
を　
抱　
い　
た　
だ　
け　
で　
あ　
っ　
て　
、　

「　
宝　
露　
臺　
」　
そ　
の　
も　
の　
の　
概　
念　
が　
問　
題　
に　
な　
っ　
て　
い　
る　
わ　
け　
で　
は　
な　
さ　
そ　
う　
で　

あ　
る　
。　
そ　
こ　
に　
仰　
々　
し　
く　
も　
『　
方　
氏　
墨　
譜　
』　『　
程　
氏　
墨　
苑　
』　
の　
影　
響　
を　
観　
察　
す　

る　
必　
要　
は　
な　
い　
。　

（　
図　
四　
）　『　
小　
川　
破　
笠　
│　
江　
戸　
工　
芸　
の　
粋　
』　
よ　
り　

（　
図　
五　
）　『　
小　
川　
破　
笠　
│　
江　
戸　
工　
芸　
の　
粋　
』　
よ　
り　
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（　
図　
六　
）　『　
方　
氏　
墨　
譜　
』　

（　
図　
七　
）　『　
程　
氏　
墨　
苑　
』　
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他　
方　
、　「　
宝　
露　
臺　
意　
匠　
聯　
」　（　
図　
五　
）　
の　
方　
で　
あ　
る　
が　
、　
こ　
の　
作　
品　
に　
関　
し　
て　

は　
京　
都　
国　
立　
博　
物　
館　
の　
図　
録　
『　
笠　
翁　
細　
工　
』　
か　
ら　
、　「　
解　
説　
」　
を　
引　
用　
し　
て　
お　

こ　
う　
。　

宝　
露　
台　
と　
は　
古　
代　
中　
国　
の　
瓶　
を　
奉　
置　
し　
た　
臺　
。　
中　
国　
故　
事　
の　
意　
匠　
で　
あ　

る　
『　
程　
氏　
墨　
苑　
』　
の　
古　
墨　
に　
そ　
の　
デ　
ザ　
イ　
ン　
が　
み　
ら　
れ　
る　
。　
陶　
片　
・　
螺　

鈿　
・　
ガ　
ラ　
ス　
・　
鼈　
甲　
が　
象　
嵌　
さ　
れ　
、　
上　
部　
に　
「　
宝　
露　
臺　
」　
と　
銀　
蒔　
絵　
で　
記　

す　
。　
こ　
の　
聯　
に　
は　
銘　
・　
印　
と　
も　
に　
な　
い　
が　
、　
明　
治　
二　
十　
四　
年　
の　
「　
臨　
時　
全　

国　
物　
取　
調　
委　
員　
の　
鑑　
査　
状　
」　
が　
付　
属　
し　
て　
い　
る　
。　

因　
に　
こ　
の　
鑑　
査　
状　
を　
写　
す　
。　「　
鑑　
査　
状　
　　
第　
四　
五　
〇　
號　
　　
大　
阪　
府　
西　
成　

郡　
難　
波　
村　
遠　
上　
猪　
三　
郎　
　　
一　
、　
賓　
露　
臺　
圖　
柱　
掛　
傳　
尾　
州　
笠　
翁　
作　
（　
中　
略　
）　」　。　

伝　
尾　
州　
笠　
翁　
作　
が　
興　
味　
深　
い　
。　

明　
治　
二　
十　
四　
年　
記　
録　
の　
「　
鑑　
査　
状　
」　
を　
参　
照　
す　
る　
な　
ら　
ば　
、　
こ　
の　
作　
品　
は　
本　
来　

尾　
張　
藩　
に　
関　
係　
し　
た　
も　
の　
の　
よ　
う　
で　
あ　
る　
。　
そ　
の　
実　
際　
は　
明　
確　
に　
は　
わ　
か　
ら　
な　

い　
が　
、　
作　
品　
そ　
の　
も　
の　
に　
は　
、　
問　
題　
が　
残　
り　
そ　
う　
で　
あ　
る　
。　
と　
は　
い　
え　
、　
破　
笠　

作　
で　
あ　
る　
か　
否　
か　
を　
疑　
う　
も　
の　
で　
は　
な　
い　
。　
作　
品　
の　
あ　
り　
方　
に　
注　
目　
し　
た　
い　
の　

で　
あ　
る　
。　
ま　
ず　
は　
、　「　
宝　
露　
台　
意　
匠　
聯　
」　（　
図　
五　
）　
に　
お　
け　
る　
「　
宝　
露　
臺　
」　
の　
文　

字　
は　
草　
書　
体　
で　
あ　
り　
、　『　
方　
氏　
墨　
譜　
』　（　
図　
六　
）　、　『　
程　
氏　
墨　
苑　
』　（　
図　
七　
）　
の　
も　

の　
と　
は　
ま　
っ　
た　
く　
異　
な　
っ　
て　
い　
る　
。　
他　
方　
、　
絵　
柄　
の　
方　
で　
あ　
る　
が　
、　
そ　
こ　
に　
も　

ま　
た　
、　
眼　
を　
ひ　
く　
事　
象　
が　
潜　
ん　
で　
い　
る　
。　「　
宝　
露　
台　
意　
匠　
聯　
」　
の　
図　
柄　
は　
、　
基　

本　
的　
に　
『　
程　
氏　
墨　
苑　
』　
の　
も　
の　
よ　
り　
『　
方　
氏　
墨　
譜　
』　
の　
も　
の　
に　
近　
い　
ス　
タ　
イ　
ル　

に　
な　
っ　
て　
い　
る　
。　『　
程　
氏　
墨　
苑　
』　
の　
場　
合　
、　
切　
り　
立　
っ　
た　
岩　
石　
の　
上　
に　
直　
接　
、　

瓶　
の　
ご　
と　
き　
も　
の　
が　
置　
か　
れ　
て　
い　
る　
。　
対　
し　
て　
『　
方　
氏　
墨　
譜　
』　
の　
も　
の　
は　
、　
か　

な　
り　
飾　
り　
立　
て　
た　
よ　
う　
な　
台　
座　
の　
上　
に　
、　
瓶　
の　
ご　
と　
き　
も　
の　
は　
置　
か　
れ　
て　
い　
る　
。　

さ　
ら　
に　
注　
目　
す　
べ　
き　
こ　
と　
は　
、　『　
程　
氏　
墨　
苑　
』　『　
方　
氏　
墨　
譜　
』　
と　
も　
に　
瓶　
か　
ら　
煙　

り　
な　
い　
し　
は　
蒸　
気　
の　
よ　
う　
な　
も　
の　
が　
立　
ち　
上　
っ　
て　
い　
る　
が　
、　
破　
笠　
の　
「　
宝　
露　
台　

意　
匠　
聯　
」　
の　
も　
の　
に　
は　
、　
瓶　
が　
描　
か　
れ　
て　
い　
る　
に　
す　
ぎ　
な　
い　
。　
こ　
れ　
は　
か　
な　
り　

深　
刻　
な　
違　
い　
と　
言　
わ　
ざ　
る　
を　
え　
な　
い　
。　『　
方　
氏　
墨　
譜　
』　『　
程　
氏　
墨　
苑　
』　
と　
も　
に　
、　

「　
宝　
露　
台　
」　
に　
関　
す　
る　
解　
説　
を　
載　
せ　
て　
お　
り　
、　
瓶　
の　
中　
に　
は　
甘　
露　
が　
あ　
り　
、　
よ　

い　
政　
治　
の　
時　
に　
は　
甘　
露　
が　
満　
ち　
、　
悪　
い　
政　
治　
の　
時　
に　
は　
甘　
露　
が　
尽　
き　
た　
と　
い　
う　
。　

舜　
の　
時　
代　
に　
そ　
の　
瓶　
は　
衡　
山　
に　
移　
さ　
れ　
て　
「　
宝　
露　
台　
」　
と　
な　
る　
の　
で　
あ　
る　
が　
、　

「　
雲　
気　
」　
が　
そ　
の　
上　
に　
生　
じ　
た　
と　
解　
説　
し　
て　
あ　
る　
。　
つ　
ま　
り　
「　
雲　
気　
」　
あ　
っ　
て　

こ　
そ　
の　
「　
宝　
露　
台　
」　
な　
の　
で　
あ　
る　
。　
図　
版　
で　
示　
し　
た　
ご　
と　
く　
、　『　
方　
氏　
墨　
譜　
』　

『　
程　
氏　
墨　
苑　
』　
と　
も　
に　
「　
雲　
気　
」　
が　
描　
い　
て　
あ　
る　
。　
に　
も　
か　
か　
わ　
ら　
ず　
、　
破　
笠　

の　
「　
宝　
露　
台　
意　
匠　
聯　
」　
の　
方　
に　
は　
「　
雲　
気　
」　
が　
描　
か　
れ　
て　
い　
な　
い　
。　
こ　
の　
違　
い　

は　
、　
破　
笠　
が　
『　
方　
氏　
墨　
譜　
』　『　
程　
氏　
墨　
苑　
』　
両　
書　
の　
記　
事　
を　
参　
照　
し　
て　
お　
ら　
ず　
、　

ま　
た　
そ　
の　
図　
柄　
に　
も　
依　
拠　
し　
て　
い　
な　
い　
こ　
と　
を　
示　
唆　
し　
て　
い　
る　
。　

破　
笠　
は　
、　『　
方　
氏　
墨　
譜　
』　『　
程　
氏　
墨　
苑　
』　
両　
書　
に　
材　
を　
求　
め　
た　
の　
で　
は　
な　
く　
、　

か　
な　
り　
劣　
悪　
な　
古　
墨　
そ　
の　
も　
の　
か　
ら　
、　
想　
を　
え　
た　
と　
理　
解　
し　
た　
方　
が　
正　
し　
い　
の　

で　
は　
な　
か　
ろ　
う　
か　
。　
か　
よ　
う　
に　
図　
柄　
の　
僅　
か　
の　
違　
い　
は　
、　
実　
は　
お　
そ　
ろ　
し　
く　
本　

質　
的　
な　
違　
い　
に　
ほ　
か　
な　
ら　
な　
か　
っ　
た　
の　
で　
あ　
る　
。　

（　
注　
三　
）　『　
方　
氏　
墨　
譜　
』　『　
程　
氏　
墨　
苑　
』　
に　
関　
し　
て　
は　
、　
同　
朋　
社　
出　
版　
の　

「　
文　
房　
精　
粋　
」　
に　
よ　
っ　
た　
。　

（　
注　
四　
）　『　
小　
川　
破　
笠　
―　
江　
戸　
工　
芸　
の　
粋　
』　
よ　
り　
引　
用　
。　

（　
注　
五　
）　『　
中　
田　
勇　
次　
郎　
著　
作　
集　
』　
七　
（　
二　
玄　
社　
、　
昭　
和　
六　
十　
一　
）　
よ　
り　
引　

用　
。　

（　
三　
）　
文　
房　
四　
宝　
趣　
味　
の　
流　
行　

前　
章　
に　
お　
い　
て　
、　
破　
笠　
細　
工　
に　
お　
け　
る　
『　
方　
氏　
墨　
譜　
』　『　
程　
氏　
墨　
苑　
』　
の　
直　

接　
的　
影　
響　
を　
否　
定　
し　
て　
み　
た　
。　
こ　
う　
し　
た　
書　
籍　
か　
ら　
の　
直　
接　
的　
な　
影　
響　
で　
は　
な　

く　
、　
実　
際　
は　
日　
本　
に　
流　
通　
し　
て　
い　
た　
中　
国　
渡　
来　
の　
古　
墨　
が　
、　
発　
想　
の　
原　
点　
に　
な　

─162（59）─



っ　
て　
い　
る　
こ　
と　
を　
想　
定　
し　
て　
み　
た　
。　
こ　
の　
こ　
と　
は　
、　
も　
ろ　
も　
ろ　
の　
事　
象　
を　
具　
体　

的　
に　
比　
較　
検　
討　
し　
て　
み　
る　
と　
、　
即　
座　
に　
了　
解　
で　
き　
る　
こ　
と　
な　
の　
で　
あ　
る　
。　

さ　
て　
、　
基　
本　
的　
に　
鎖　
国　
政　
策　
下　
に　
あ　
っ　
た　
江　
戸　
時　
代　
と　
い　
え　
、　
唯　
一　
の　
貿　
易　

港　
・　
長　
崎　
を　
通　
し　
て　
外　
国　
の　
物　
品　
が　
さ　
か　
ん　
に　
国　
内　
に　
流　
通　
し　
て　
い　
た　
こ　
と　

は　
、　
周　
知　
の　
事　
実　
と　
い　
え　
る　
。　
古　
墨　
も　
ま　
た　
、　
日　
本　
に　
流　
通　
し　
て　
い　
た　
。　
そ　
れ　

ら　
は　
主　
に　
、　
お　
大　
名　
の　
机　
辺　
を　
飾　
っ　
た　
も　
の　
で　
あ　
ろ　
う　
が　
、　
そ　
の　
輸　
入　
物　
を　
参　

考　
に　
し　
て　
日　
本　
の　
職　
人　
た　
ち　
は　
研　
鑽　
を　
積　
ん　
で　
い　
た　
。　
黒　
川　
道　
祐　
は　
『　
雍　
州　
府　

志　
』　（　
貞　
享　
元　
年　
序　
）　
に　
「　
洛　
陽　
墨　
所　
ト　
称　
ス　
ル　
モ　
ノ　
、　
マ　
タ　
ソ　
ノ　
製　
造　
精　
密　
ニ　

シ　
テ　
、　
中　
華　
ノ　
作　
ル　
ト　
コ　
ロ　
ニ　
愧　
ヂ　
ズ　
」　（　
原　
漢　
文　
）　
と　
す　
で　
に　
指　
摘　
し　
て　
い　

る　
。　『　
京　
羽　
二　
重　
』　（　
貞　
享　
二　
年　
）　
は　
、　
京　
都　
の　
墨　
屋　
十　
八　
軒　
と　
記　
録　
し　
て　
い　
る　

し　
、　
宝　
永　
年　
間　
の　
『　
町　
代　
高　
木　
又　
兵　
衛　
諸　
事　
控　
』　
に　
よ　
る　
と　
、　
奈　
良　
に　
は　
三　
十　

八　
の　
墨　
屋　
が　
挙　
げ　
ら　
れ　
て　
い　
る　
と　
い　
う　
（　『　
奈　
良　
市　
史　
』　
三　
）　。　
そ　
の　
頃　
に　
な　
る　

と　
、　
日　
本　
の　
墨　
も　
か　
な　
り　
質　
の　
高　
い　
趣　
味　
性　
を　
備　
え　
て　
い　
た　
ら　
し　
く　
、　
柳　
里　
恭　

に　
至　
っ　
て　
は　
、　『　
ひ　
と　
り　
ね　
』　（　
享　
保　
十　
年　
頃　
成　
）　
に　
つ　
ぎ　
の　
ご　
と　
き　
展　
望　
を　
記　

し　
て　
い　
る　
。　

墨　
は　
李　
延　
珪　
が　
す　
み　
よ　
し　
。　
さ　
れ　
ど　
中　
華　
に　
て　
さ　
へ　
、　
半　
挺　
さ　
へ　
あ　
り　
が　

た　
し　
と　
見　
へ　
た　
り　
。　
奈　
良　
墨　
の　
古　
き　
よ　
し　
。　
中　
々　
も　
ろ　
こ　
し　
も　
、　
お　
よ　
び　

が　
た　
し　
。　

中　
国　
の　
墨　
に　
対　
し　
て　
、　
和　
墨　
の　
優　
位　
を　
た　
か　
ら　
か　
に　
歌　
っ　
て　
い　
る　
。　
む　
ろ　
ん　
単　

純　
に　
柳　
里　
恭　
の　
言　
に　
感　
動　
す　
る　
必　
要　
は　
な　
い　
。　
墨　
と　
い　
う　
も　
の　
は　
、　
水　
と　
か　
紙　

の　
質　
と　
か　
に　
影　
響　
さ　
れ　
や　
す　
い　
も　
の　
で　
あ　
り　
、　
い　
か　
な　
る　
公　
平　
な　
条　
件　
で　
比　
較　

し　
た　
の　
か　
判　
然　
と　
し　
な　
い　
か　
ら　
で　
あ　
る　
。　
と　
は　
い　
え　
、　
和　
墨　
の　
質　
に　
関　
す　
る　
自　

信　
の　
ほ　
ど　
は　
、　
注　
目　
し　
て　
お　
く　
べ　
き　
で　
あ　
ろ　
う　
。　
柳　
里　
恭　
は　
、　
さ　
ら　
に　
次　
の　
ご　

と　
き　
言　
辞　
を　
も　
発　
し　
て　
い　
る　
。　

程　
君　
房　
、　
十　
二　
龍　
寶　
も　
よ　
し　
。　
是　
も　
此　
ご　
ろ　
わ　
た　
る　
は　
あ　
し　
き　
也　
。　

程　
君　
房　
の　
「　
十　
二　
龍　
寶　
」　
と　
い　
う　
古　
墨　
が　
、　
優　
れ　
て　
い　
る　
と　
批　
評　
し　
て　
い　
る　
の　

で　
あ　
る　
。　
し　
か　
し　
こ　
の　
「　
十　
二　
龍　
寶　
」　
な　
る　
墨　
の　
デ　
ザ　
イ　
ン　
は　
、　『　
程　
氏　
墨　
苑　
』　

で　
は　
確　
認　
で　
き　
な　
い　
。　
と　
す　
る　
と　
、　『　
程　
氏　
墨　
苑　
』　
所　
載　
の　
デ　
ザ　
イ　
ン　
を　
こ　
え　

る　
種　
類　
の　
唐　
墨　
が　
、　
日　
本　
に　
流　
通　
し　
て　
い　
た　
こ　
と　
に　
な　
ろ　
う　
。　
あ　
る　
程　
度　
の　
知　

識　
人　
で　
あ　
る　
な　
ら　
ば　
、　
唐　
墨　
の　
ひ　
と　
つ　
や　
ふ　
た　
つ　
は　
手　
に　
し　
て　
い　
た　
筈　
で　
あ　
る　
。　

武　
士　
の　
文　
房　
具　
へ　
の　
こ　
だ　
わ　
り　
を　
柳　
里　
恭　
（　
勤　
務　
し　
て　
い　
た　
柳　
沢　
家　
の　
転　
封　
に　

従　
い　
、　
甲　
州　
か　
ら　
大　
和　
郡　
山　
へ　
移　
住　
）　
に　
よ　
っ　
て　
示　
唆　
で　
き　
る　
と　
す　
る　
な　
ら　
、　
民　

間　
人　
の　
こ　
だ　
わ　
り　
は　
大　
枝　
流　
芳　
に　
つ　
き　
る　
で　
あ　
ろ　
う　
。　
都　
賀　
庭　
鐘　
（　
注　
六　
）　
ら　

と　
の　
交　
流　
が　
確　
認　
で　
き　
る　
流　
芳　
に　
は　
、　『　
雅　
遊　
漫　
録　
』　（　
宝　
暦　
十　
三　
年　
）　
な　
る　
著　

述　
が　
あ　
り　
、　
そ　
こ　
に　
横　
溢　
す　
る　
文　
房　
趣　
味　
に　
は　
目　
を　
み　
は　
る　
も　
の　
が　
あ　
る　
。　

さ　
ら　
に　
随　
筆　
類　
に　
材　
を　
求　
め　
て　
み　
る　
と　
、　
阿　
部　
良　
山　
の　
『　
良　
山　
堂　
夜　
話　
』　
二　

編　
（　
文　
政　
十　
一　
年　
）　
に　
至　
っ　
て　
は　
、　
は　
っ　
き　
り　
と　
「　
墨　
ハ　
吾　
邦　
ノ　
物　
ヲ　
以　
テ　
最　

上　
品　
ト　
ス　
。　
唐　
土　
ハ　
之　
ニ　
次　
グ　
。　
朝　
鮮　
・　
琉　
球　
ハ　
マ　
タ　
其　
次　
ナ　
リ　
。　」　
と　
宣　
言　

し　
て　
い　
る　
。　
ま　
た　
市　
河　
米　
庵　
の　
『　
米　
庵　
墨　
談　
』　
正　
続　
編　
（　
文　
化　
九　
年　
か　
ら　
文　
政　

十　
年　
）　
は　
、　
書　
家　
の　
本　
格　
的　
な　
書　
道　
案　
内　
書　
と　
な　
っ　
て　
お　
り　
、　
内　
容　
の　
豊　
富　
さ　

に　
お　
い　
て　
つ　
と　
に　
知　
ら　
れ　
て　
い　
る　
。　
そ　
の　
他　
、　『　
日　
本　
書　
論　
集　
成　
』　（　
汲　
古　
書　
院　
）　

に　
紹　
介　
せ　
ら　
れ　
た　
諸　
々　
の　
書　
は　
、　
日　
本　
人　
の　
書　
道　
お　
よ　
び　
文　
房　
四　
宝　
に　
対　
す　
る　

こ　
だ　
わ　
り　
の　
強　
さ　
を　
反　
映　
し　
て　
い　
る　
。　

こ　
れ　
ま　
で　
武　
家　
・　
民　
間　
人　
の　
趣　
味　
的　
な　
著　
述　
、　
さ　
ら　
に　
は　
書　
家　
の　
本　
格　
的　
な　

著　
述　
ま　
で　
を　
あ　
ら　
あ　
ら　
と　
紹　
介　
し　
て　
き　
た　
。　
他　
に　
も　
言　
及　
す　
べ　
き　
書　
籍　
は　
多　
い　

が　
、　
今　
は　
お　
お　
よ　
そ　
を　
割　
愛　
す　
る　
。　

こ　
れ　
ら　
諸　
書　
の　
存　
在　
は　
、　
江　
戸　
時　
代　
に　
お　
け　
る　
文　
房　
趣　
味　
の　
流　
行　
の　
反　
映　
に　

ほ　
か　
な　
ら　
な　
い　
。　
こ　
の　
点　
に　
関　
し　
て　
は　
、　
先　
輩　
た　
ち　
の　
研　
究　
が　
す　
で　
に　
備　
わ　
っ　

て　
い　
る　
。　
日　
野　
龍　
夫　
氏　
の　
『　
徂　
徠　
学　
派　
』　（　
筑　
摩　
書　
房　
、　
昭　
和　
五　
十　
）　
に　
「　
考　
証　

趣　
味　
と　
文　
房　
趣　
味　
」　
な　
る　
一　
章　
が　
あ　
る　
。　
日　
野　
氏　
は　
こ　
れ　
ら　
文　
房　
趣　
味　
の　
延　
長　
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線　
上　
に　
、　
蕪　
村　
周　
辺　
の　
俳　
諧　
を　
置　
か　
れ　
た　
の　
で　
あ　
っ　
た　
。　
近　
年　
の　
話　
題　
作　
と　
し　

て　
、　
中　
野　
三　
敏　
氏　
の　
『　
十　
八　
世　
紀　
の　
江　
戸　
文　
芸　
』　（　
岩　
波　
書　
店　
、　
平　
成　
十　
一　
）　
も　

あ　
げ　
ざ　
る　
を　
え　
な　
い　
。　
中　
野　
氏　
は　
「　
都　
市　
文　
化　
の　
成　
熟　
」　
に　
お　
い　
て　
、　
さ　
り　
げ　

な　
く　
文　
房　
趣　
味　
の　
流　
行　
を　
確　
認　
な　
さ　
っ　
て　
い　
る　
。　

し　
か　
し　
、　
江　
戸　
初　
期　
か　
ら　
文　
房　
趣　
味　
は　
脈　
々　
と　
存　
在　
し　
て　
い　
た　
で　
あ　
ろ　
う　
し　
、　

元　
禄　
か　
ら　
享　
保　
に　
か　
け　
て　
そ　
れ　
は　
一　
般　
化　
し　
て　
い　
っ　
た　
も　
の　
と　
思　
わ　
れ　
る　
。　
奈　

良　
の　
墨　
屋　
・　
古　
梅　
園　
の　
手　
に　
よ　
っ　
て　
正　
徳　
初　
期　
に　
は　
『　
古　
梅　
園　
墨　
譜　
』　
が　
出　
版　

さ　
れ　
て　
い　
る　
。　
こ　
れ　
は　
い　
う　
ま　
で　
も　
な　
く　
、　
中　
国　
か　
ら　
渡　
来　
し　
た　
『　
方　
氏　
墨　
譜　
』　

の　
模　
倣　
に　
ほ　
か　
な　
ら　
な　
い　
。　
こ　
の　
古　
梅　
園　
の　
墨　
譜　
を　
出　
版　
し　
た　
六　
代　
・　
松　
井　
元　

泰　
は　
、　
元　
禄　
二　
年　
生　
ま　
れ　
で　
、　
通　
称　
五　
郎　
助　
、　
字　
は　
貞　
文　
、　
号　
を　
長　
江　
・　
玄　
々　

斉　
と　
称　
し　
た　
と　
い　
う　
（　『　
大　
和　
人　
物　
史　
』　
等　
参　
照　
）　。　
正　
徳　
三　
年　
に　
は　
古　
梅　
園　
の　

当　
主　
と　
な　
り　
、　『　
名　
墨　
新　
詠　
』　（　
正　
徳　
三　
年　
五　
月　
）　
を　
出　
版　
。　
す　
で　
に　
紹　
介　
し　
て　

き　
た　
ご　
と　
く　
、　
元　
泰　
は　
『　
古　
梅　
園　
墨　
譜　
』　
を　
次　
々　
と　
刊　
行　
し　
て　
い　
る　
。　
こ　
う　
し　

た　
出　
版　
物　
が　
、　
当　
時　
の　
文　
人　
趣　
味　
と　
あ　
い　
ま　
っ　
て　
、　
独　
特　
の　
流　
行　
を　
形　
成　
し　
て　

い　
っ　
た　
で　
あ　
ろ　
う　
こ　
と　
は　
想　
像　
に　
か　
た　
く　
な　
い　
。　

さ　
て　
こ　
う　
し　
た　
時　
代　
の　
動　
向　
は　
、　
俳　
諧　
の　
世　
界　
へ　
も　
着　
実　
に　
反　
映　
さ　
れ　
て　
い　

く　
。　
元　
泰　
自　
身　
、　
俳　
諧　
に　
も　
興　
味　
を　
抱　
い　
て　
お　
り　
、　
長　
江　
の　
俳　
号　
の　
も　
と　
『　
名　

墨　
む　
か　
し　
の　
水　
』　（　
正　
徳　
五　
年　
）　
を　
上　
梓　
し　
て　
い　
る　
。　
こ　
れ　
は　
当　
然　
の　
こ　
と　
、　

漢　
詩　
文　
の　
『　
名　
墨　
新　
詠　
』　（　
正　
徳　
三　
年　
）　
の　
俳　
諧　
版　
『　
名　
墨　
む　
か　
し　
の　
水　
』　（　
正　

徳　
五　
年　
）　
と　
い　
う　
こ　
と　
に　
な　
る　
。　
漢　
詩　
と　
俳　
諧　
と　
を　
セ　
ッ　
ト　
に　
し　
て　
、　
両　
分　
野　

の　
人　
々　
に　
商　
戦　
の　
意　
味　
も　
含　
め　
て　
、　
古　
梅　
園　
作　
の　
墨　
を　
ア　
ピ　
ー　
ル　
し　
た　
意　
欲　
作　

と　
い　
う　
こ　
と　
に　
な　
る　
。　

な　
お　
、　
古　
梅　
園　
に　
拘　
泥　
せ　
ず　
と　
も　
、　
至　
芳　
編　
『　
汐　
干　
潟　
』　（　
寛　
保　
頃　
）　
な　
ど　

は　
す　
ぐ　
さ　
ま　
目　
に　
つ　
く　
と　
こ　
ろ　
で　
あ　
る　
。　『　
五　
色　
墨　
』　
連　
衆　
の　
宗　
瑞　
の　
高　
弟　
で　

あ　
っ　
た　
至　
芳　
が　
編　
集　
し　
た　
俳　
書　
（　『　
関　
東　
俳　
諧　
叢　
書　
』　
三　
所　
収　
）　
で　
あ　
る　
が　
、　
そ　

こ　
に　
は　
文　
房　
趣　
味　
が　
色　
濃　
く　
投　
影　
せ　
ら　
れ　
て　
い　
る　
。　

み　
ち　
の　
く　
の　
金　
花　
山　
の　
裾　
海　
に　
硯　
と　
な　
れ　
る　
良　
石　
あ　
り　
と　
か　
ね　
て　
音　
に　
聞　

お　
よ　
び　
て　
、　
忍　
ぶ　
摺　
の　
し　
の　
ば　
し　
く　
は　
思　
ひ　
な　
が　
ら　
、　
空　
し　
く　
年　
月　
を　
過　

し　
け　
る　
に　
、　
杉　
山　
氏　
扇　
湖　
の　
ぬ　
し　
、　
こ　
と　
し　
や　
よ　
ひ　
の　
は　
じ　
め　
、　
か　
の　
国　

よ　
り　
江　
都　
に　
帰　
る　
と　
て　
、　
我　
か　
た　
へ　
の　
袖　
み　
や　
げ　
と　
は　
な　
し　
給　
ひ　
ぬ　
。　
と　

る　
手　
も　
を　
そ　
し　
と　
筥　
を　
ひ　
ら　
け　
ば　
、　
玉　
を　
あ　
ざ　
む　
く　
石　
の　
面　
に　
貝　
の　
あ　
ま　

た　
と　
り　
つ　
き　
た　
る　
が　
、　
裏　
を　
み　
せ　
お　
も　
て　
を　
あ　
ら　
は　
し　
、　
或　
は　
こ　
ゝ　
に　
散　

か　
し　
こ　
に　
集　
り　
て　
造　
化　
自　
然　
の　
形　
容　
な　
れ　
ば　
、　
瀟　
洒　
と　
し　
て　
目　
を　
驚　
か　
し　

む　
（　
以　
下　
略　
）　

友　
人　
杉　
山　
扇　
湖　
が　
、　
金　
花　
山　
か　
ら　
土　
産　
と　
し　
て　
も　
た　
ら　
し　
た　
奇　
石　
を　
、　「　
汐　
干　

潟　
」　
と　
い　
う　
硯　
に　
し　
た　
折　
の　
記　
念　
集　
で　
あ　
る　
。　
同　
集　
に　
は　
、　
硯　
製　
作　
に　
適　
し　
た　

石　
を　
産　
す　
る　
土　
地　
名　
が　
列　
挙　
し　
て　
あ　
り　
興　
味　
深　
い　
。　
そ　
こ　
に　
は　
、　
当　
時　
の　
文　
房　

四　
宝　
に　
関　
す　
る　
興　
味　
が　
濃　
密　
に　
反　
映　
さ　
れ　
て　
い　
る　
。　
他　
に　
俳　
書　
を　
求　
め　
れ　
ば　
、　

左　
橘　
編　
『　
古　
硯　
屏　
』　（　
宝　
暦　
三　
年　
）　
あ　
た　
り　
も　
目　
に　
つ　
く　
。　
故　
郷　
の　
景　
色　
を　
古　

硯　
屏　
の　
図　
柄　
に　
た　
と　
え　
た　
趣　
向　
の　
俳　
書　
で　
あ　
る　
。　

正　
徳　
か　
ら　
宝　
暦　
に　
わ　
た　
る　
間　
の　
俳　
書　
か　
ら　
、　
任　
意　
に　
文　
房　
趣　
味　
が　
横　
溢　
し　
た　

も　
の　
を　
提　
示　
し　
て　
み　
た　
。　
わ　
ず　
か　
数　
例　
の　
こ　
と　
で　
は　
あ　
る　
が　
、　
そ　
の　
背　
景　
に　
は　

ゆ　
る　
ぎ　
な　
い　
流　
行　
が　
み　
て　
と　
れ　
る　
。　
こ　
の　
上　
質　
の　
趣　
味　
は　
、　
俳　
壇　
を　
ま　
き　
こ　
む　

ほ　
ど　
の　
勢　
い　
で　
あ　
っ　
た　
と　
理　
解　
し　
た　
い　
。　

（　
注　
六　
）　
読　
本　
作　
者　
。　『　
英　
草　
紙　
』　『　
繁　
野　
話　
』　
等　
の　
著　
作　
が　
あ　
る　
。　
中　
村　
幸　

彦　
氏　
稿　
「　
都　
賀　
庭　
鐘　
伝　
攷　
」　（　『　
近　
世　
作　
家　
研　
究　
』　
所　
収　
）　
等　
を　
参　

照　
さ　
れ　
た　
い　
。　

（　
四　
）　
文　
房　
趣　
味　
の　
背　
景　

こ　
れ　
ま　
で　
文　
房　
趣　
味　
の　
多　
様　
な　
波　
紋　
を　
確　
認　
し　
て　
き　
た　
。　
た　
し　
か　
に　
正　
徳　
の　
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頃　
か　
ら　
俳　
壇　
に　
も　
、　
そ　
の　
影　
響　
は　
表　
面　
化　
し　
つ　
つ　
あ　
る　
。　
か　
の　
趣　
味　
人　
柳　
里　
恭　

は　
『　
ひ　
と　
り　
ね　
』　
に　
、　
次　
の　
ご　
と　
き　
記　
述　
を　
残　
し　
て　
い　
る　
。　

江　
戸　
に　
玉　
林　
と　
い　
ふ　
も　
の　
あ　
り　
。　
余　
が　
十　
五　
歳　
の　
時　
、　
か　
き　
あ　
つ　
め　
し　

「　
文　
宝　
雑　
話　
」　
と　
い　
ふ　
も　
の　
を　
、　
こ　
と　
の　
ふ　
見　
せ　
よ　
と　
望　
む　
に　
任　
せ　
て　
、　

過　
し　
夏　
の　
頃　
あ　
た　
へ　
ぬ　
。　

十　
五　
歳　
の　
頃　
に　
す　
で　
に　
ま　
と　
め　
ら　
れ　
て　
い　
た　
『　
文　
宝　
雑　
話　
』　
な　
る　
書　
籍　
は　
い　
ま　

だ　
発　
見　
さ　
れ　
て　
い　
な　
い　
が　
、　
こ　
の　
記　
述　
か　
ら　
柳　
里　
恭　
の　
お　
そ　
ろ　
し　
く　
早　
熟　
で　
芳　

醇　
な　
世　
界　
を　
よ　
み　
と　
る　
こ　
と　
が　
で　
き　
る　
。　

さ　
て　
、　
文　
房　
趣　
味　
と　
い　
う　
こ　
と　
で　
こ　
れ　
ま　
で　
総　
体　
的　
に　
記　
述　
し　
て　
き　
た　
が　
、　

文　
房　
趣　
味　
の　
流　
行　
そ　
の　
も　
の　
が　
思　
想　
的　
動　
向　
と　
密　
接　
に　
関　
係　
し　
て　
い　
る　
こ　
と　

を　
、　
補　
足　
し　
て　
お　
き　
た　
い　
。　
さ　
き　
に　
『　
方　
氏　
墨　
譜　
』　『　
程　
氏　
墨　
苑　
』　
の　
存　
在　
を　

紹　
介　
し　
て　
お　
い　
た　
が　
、　
こ　
の　
書　
籍　
が　
舶　
載　
さ　
れ　
た　
こ　
と　
自　
体　
が　
問　
題　
に　
な　
ろ　
う　
。　

そ　
の　
内　
容　
を　
概　
観　
し　
て　
み　
る　
と　
、　『　
方　
氏　
墨　
譜　
』　
に　
は　
王　
世　
貞　
ら　
の　
協　
力　
が　

み　
て　
と　
れ　
る　
し　
、　『　
程　
氏　
墨　
苑　
』　
の　
著　
者　
・　
程　
大　
約　
は　
「　
壮　
年　
の　
こ　
ろ　
、　
北　
京　

に　
遊　
学　
し　
、　
大　
学　
に　
入　
っ　
て　
学　
問　
を　
修　
め　
。　
詩　
文　
に　
長　
じ　
、　
と　
く　
に　
古　
文　
辞　
を　

よ　
く　
し　
た　
」　（　
中　
田　
勇　
次　
郎　
氏　
著　
『　
程　
氏　
墨　
苑　
の　
研　
究　
』　
）　
と　
報　
じ　
ら　
れ　
て　
い　
る　
。　

つ　
ま　
り　
日　
本　
に　
お　
い　
て　
荻　
生　
徂　
徠　
が　
、　
古　
文　
辞　
学　
を　
流　
行　
さ　
せ　
た　
時　
代　
の　
動　
向　

と　
即　
応　
す　
る　
か　
た　
ち　
で　
、　
日　
本　
に　
舶　
載　
せ　
ら　
れ　
た　
書　
籍　
で　
あ　
っ　
た　
。　
こ　
の　
時　
代　

的　
動　
向　
を　
、　
も　
っ　
と　
大　
き　
な　
視　
野　
で　
説　
明　
す　
る　
な　
ら　
ば　
、　
大　
庭　
脩　
氏　
が　
『　
徳　
川　

吉
宗
と
康　

帝
―
鎖
国
下
で
の
日
中
交
流
』（
大
修
館
書
店
、
平
成
十
一
）
に
ご

指　
摘　
の　
ご　
と　
く　
、　
享　
保　
時　
代　
に　
緩　
和　
さ　
れ　
た　
日　
中　
貿　
易　
の　
副　
産　
物　
で　
あ　
っ　
た　
と　

も　
い　
え　
る　
。　
か　
よ　
う　
な　
珍　
本　
が　
舶　
載　
せ　
ら　
れ　
た　
僥　
倖　
に　
、　
江　
戸　
時　
代　
の　
一　
般　
庶　

民　
が　
浴　
し　
え　
た　
と　
は　
思　
わ　
な　
い　
が　
、　
少　
な　
く　
と　
も　
新　
た　
な　
る　
文　
化　
動　
向　
が　
そ　
こ　

か　
ら　
萌　
芽　
し　
て　
い　
っ　
た　
こ　
と　
に　
間　
違　
い　
は　
な　
い　
。　

再　
度　
こ　
と　
わ　
っ　
て　
お　
く　
が　
、　
市　
井　
の　
細　
工　
人　
・　
破　
笠　
の　
よ　
う　
な　
人　
物　
が　
、　
お　

大　
名　
の　
近　
辺　
に　
あ　
っ　
た　
と　
は　
い　
え　
、　『　
方　
氏　
墨　
譜　
』　『　
程　
氏　
墨　
苑　
』　
を　
容　
易　
に　
披　

見　
し　
え　
た　
と　
考　
え　
る　
の　
は　
途　
方　
も　
な　
い　
推　
測　
な　
の　
で　
あ　
る　
。　

（　
五　
）　
破　
笠　
の　
情　
報　
網　
の　
背　
景　

で　
は　
、　
破　
笠　
は　
何　
に　
よ　
っ　
て　
古　
墨　
の　
デ　
ザ　
イ　
ン　
を　
知　
る　
こ　
と　
が　
で　
き　
た　
の　
か　

と　
い　
う　
疑　
問　
が　
立　
ち　
上　
が　
っ　
て　
く　
る　
。　
先　
に　
指　
摘　
し　
た　
ご　
と　
く　
、　『　
方　
氏　
墨　
譜　
』　

『　
程　
氏　
墨　
苑　
』　
を　
知　
識　
源　
と　
し　
て　
考　
慮　
す　
る　
に　
は　
無　
理　
が　
あ　
る　
。　
や　
は　
り　
、　
実　

際
に
古
墨
（　

造
墨
も
含
む
）
を
手
に
す
る
機
会
が
あ
っ
た
と
理
解
せ
ざ
る
を

え　
な　
い　
。　
さ　
き　
に　
、　
柳　
里　
恭　
の　
『　
ひ　
と　
り　
ね　
』　
か　
ら　
、　「　
程　
君　
房　
、　
十　
二　
龍　
寶　

も　
よ　
し　
。　
是　
も　
此　
ご　
ろ　
わ　
た　
る　
は　
あ　
し　
き　
也　
」　
と　
い　
う　
条　
を　
引　
用　
し　
て　
お　
い　
た　

が　
、　
享　
保　
頃　
以　
前　
に　
舶　
載　
し　
た　
も　
の　
と　
そ　
う　
で　
な　
い　
も　
の　
と　
で　
は　
、　
質　
的　
に　
か　

な　
り　
違　
い　
が　
あ　
っ　
た　
と　
わ　
か　
る　
。　
中　
世　
か　
ら　
江　
戸　
時　
代　
に　
至　
る　
ま　
で　
そ　
の　
折　
々　

に　
渡　
来　
し　
て　
い　
た　
の　
で　
あ　
ろ　
う　
が　
、　
享　
保　
の　
頃　
に　
な　
る　
と　
質　
が　
劣　
化　
し　
た　
よ　
う　

で　
あ　
る　
。　
す　
で　
に　
黒　
川　
道　
祐　
が　
貞　
享　
の　
頃　
に　
『　
雍　
州　
府　
志　
』　
で　
指　
摘　
し　
て　
い　
る　

ご　
と　
く　
、　
日　
本　
の　
も　
の　
も　
質　
的　
に　
向　
上　
は　
し　
て　
い　
た　
。　
し　
か　
し　
、　
や　
は　
り　
宋　

墨　
・　
明　
墨　
は　
、　
文　
化　
人　
に　
と　
っ　
て　
垂　
涎　
の　
玩　
具　
で　
あ　
っ　
た　
と　
考　
え　
て　
お　
い　
て　
よ　

い　
。　
そ　
の　
需　
要　
は　
絶　
え　
る　
こ　
と　
な　
く　
、　「　
唐　
墨　
」　
は　
し　
き　
り　
に　
舶　
載　
せ　
ら　
れ　
て　

い　
た　
の　
で　
あ　
る　
。　

そ　
の　
社　
会　
事　
情　
を　
視　
野　
に　
入　
れ　
て　
、　
当　
時　
の　
貿　
易　
の　
あ　
り　
方　
を　
検　
討　
す　
る　
と　

き　
、　
柳　
里　
恭　
の　
不　
平　
不　
満　
が　
必　
然　
の　
も　
の　
と　
し　
て　
み　
え　
て　
く　
る　
。　
思　
え　
ば　
、　
菊　

地　
義　
美　
氏　
稿　
「　
正　
徳　
新　
令　
と　
長　
崎　
貿　
易　
の　
変　
質　
」　（　
中　
田　
易　
直　
氏　
編　
『　
近　
世　
対　
外　

関　
係　
史　
論　
』　
所　
収　
）　
に　
指　
摘　
さ　
れ　
る　
ご　
と　
く　
、　
幕　
府　
は　
正　
徳　
新　
令　
を　
発　
布　
す　
る　

こ　
と　
に　
よ　
っ　
て　
、　
銅　
輸　
出　
額　
を　
押　
さ　
え　
よ　
う　
と　
す　
る　
。　
古　
く　
は　
貞　
享　
二　
年　
の　
定　

高　
仕　
法　
が　
、　
金　
・　
銀　
の　
海　
外　
流　
出　
を　
防　
止　
し　
よ　
う　
と　
し　
た　
の　
に　
対　
し　
て　
、　
今　
回　

の　
正　
徳　
新　
令　
は　
銅　
の　
海　
外　
流　
出　
防　
止　
を　
主　
眼　
と　
し　
た　
も　
の　
で　
あ　
っ　
た　
。　
銅　
の　
か　
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わ　
り　
に　
、　
国　
産　
品　
（　
俵　
物　
・　
諸　
色　
）　
を　
主　
な　
輸　
出　
品　
に　
し　
よ　
う　
と　
す　
る　
。　
そ　
の　

結　
果　
、　
銅　
輸　
出　
の　
総　
量　
は　
宝　
永　
五　
年　
（　
一　
七　
〇　
八　
）　
の　
七　
百　
万　
斤　
余　
か　
ら　
正　
徳　

五　
年　
（　
一　
七　
一　
五　
）　
の　
二　
百　
万　
斤　
弱　
に　
ま　
で　
、　
激　
減　
し　
て　
い　
く　
（　「　
正　
徳　
新　
令　
と　

長　
崎　
貿　
易　
の　
変　
質　
」　
参　
照　
）　。　
こ　
の　
輸　
出　
品　
目　
の　
変　
化　
は　
中　
国　
に　
対　
し　
て　
こ　
と　
に　

顕　
著　
で　
あ　
り　
、　
銅　
の　
輸　
出　
量　
は　
宝　
永　
五　
年　
の　
六　
百　
万　
斤　
余　
か　
ら　
正　
徳　
五　
年　
の　
百　

万　
斤　
弱　
へ　
と　
激　
減　
し　
て　
い　
く　
。　
む　
ろ　
ん　
こ　
れ　
は　
政　
策　
の　
問　
題　
だ　
け　
で　
は　
な　
く　
、　

す　
で　
に　
日　
本　
は　
そ　
れ　
だ　
け　
の　
銅　
し　
か　
集　
荷　
で　
き　
な　
い　
状　
況　
に　
あ　
っ　
た　
。　

右　
の　
ご　
と　
き　
、　
対　
中　
国　
輸　
出　
品　
の　
変　
化　
は　
、　
貿　
易　
状　
況　
に　
直　
接　
影　
響　
し　
て　
い　

っ　
た　
も　
の　
と　
思　
わ　
れ　
る　
。　
輸　
入　
品　
が　
粗　
悪　
に　
な　
っ　
て　
い　
く　
の　
は　
、　
や　
む　
を　
え　
な　

い　
こ　
と　
で　
あ　
っ　
た　
。　
柳　
里　
恭　
が　
『　
ひ　
と　
り　
ね　
』　
に　
、　
か　
つ　
て　
は　
極　
上　
の　
古　
墨　
が　

輸　
入　
さ　
れ　
て　
い　
た　
が　
「　
此　
ご　
ろ　
わ　
た　
る　
は　
あ　
し　
き　
」　
と　
つ　
ぶ　
や　
い　
た　
の　
も　
し　
ご　

く
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
結
果
、
粗
悪
品
す
な
わ
ち　

造
墨
が
ど
し
ど
し
と

舶　
載　
せ　
ら　
れ　
て　
い　
た　
で　
あ　
ろ　
う　
。　

以
上
の
状
況
を
勘
案
す
る
と
き
、
破
笠
の
眼
前
に
は
、　

造
墨
の
類
が
多
か

っ　
た　
と　
想　
像　
す　
る　
方　
が　
穏　
当　
か　
と　
思　
わ　
れ　
る　
。　
こ　
の　
立　
場　
に　
立　
っ　
た　
と　
き　
、　
い　

か　
に　
も　
不　
自　
然　
な　
趣　
向　
（　
た　
と　
え　
ば　
宝　
露　
台　
の　
意　
匠　
な　
ど　
）　
の　
説　
明　
が　
、　
矛　
盾　
な　

く　
処　
理　
で　
き　
る　
か　
ら　
で　
あ　
る　
。　

（　
六　
）　
破　
笠　
の　
俳　
書　
に　
お　
け　
る　
挿　
絵　

こ　
れ　
ま　
で　
破　
笠　
の　
工　
芸　
作　
品　
に　
お　
け　
る　
意　
匠　
の　
問　
題　
を　
論　
じ　
て　
き　
た　
。　
同　
様　

の　
こ　
と　
は　
、　
破　
笠　
が　
筆　
を　
採　
っ　
た　
俳　
書　
の　
挿　
絵　
に　
つ　
い　
て　
も　
指　
摘　
で　
き　
る　
。　

あ　
ら　
た　
め　
て　
破　
笠　
が　
筆　
を　
採　
っ　
た　
絵　
俳　
書　
を　
列　
挙　
し　
て　
、　
そ　
の　
問　
題　
点　
を　
指　

摘　
す　
る　
こ　
と　
に　
し　
よ　
う　
。　

享　
保　
七　
年　
（　
一　
七　
二　
二　
）　

露　
月　
編　
『　
俳　
度　
曲　
後　
集　
』　
に　
一　
葉　
。　

享　
保　
十　
五　
年　
（　
一　
七　
三　
〇　
）　

三　
升　
編　
『　
父　
の　
恩　
』　
に　
四　
葉　
（　
色　
刷　
り　
と　
彩　
色　
の　
併　
用　
）　。　

享　
保　
十　
六　
年　
（　
一　
七　
三　
一　
）　

竹　
翁　
編　
『　
独　
楽　
徒　
然　
集　
』　
に　
三　
十　
葉　
。　

享　
保　
十　
八　
年　
（　
一　
七　
三　
三　
）　

貞　
山　
編　
『　
江　
戸　
名　
所　
』　
に　
一　
葉　
。　

享　
保　
二　
十　
年　
（　
一　
七　
三　
五　
）　

芦　
鶴　
編　
『　
絵　
具　
皿　
』　
に　
一　
葉　
。　

元　
文　
四　
年　
（　
一　
七　
三　
九　
）　

寥　
和　
編　
『　
風　
の　
末　
』　
に　
九　
葉　
（　
八　
葉　
は　
色　
刷　
り　
と　
彩　
色　
の　
併　
用　
）　。　

寛　
保　
三　
年　
（　
一　
七　
四　
三　
）　

貞　
鶴　
編　
『　
あ　
し　
の　
角　
』　
に　
二　
葉　
。　

朶　
雲　
編　
『　
芭　
蕉　
林　
俳　
諧　
集　
』　
に　
一　
葉　
（　
芭　
蕉　
図　
）　。　

延　
享　
二　
年　
（　
一　
七　
四　
五　
）　

露　
月　
編　
『　
宝　
の　
槌　
』　
に　
三　
葉　
。　

貞　
山　
編　
『　
俳　
諧　
手　
挑　
灯　
』　
に　
五　
葉　
。　

右　
は　
管　
見　
の　
範　
囲　
に　
よ　
る　
デ　
ー　
タ　
に　
す　
ぎ　
な　
い　
。　
提　
示　
の　
画　
業　
を　
一　
瞥　
し　
て　
み　

る　
と　
、　
奇　
妙　
な　
事　
象　
に　
思　
い　
あ　
た　
る　
。　
工　
芸　
で　
い　
え　
ば　
享　
保　
五　
・　
六　
年　
に　
古　
墨　

の　
意　
匠　
は　
集　
中　
し　
て　
い　
た　
が　
、　
俳　
書　
の　
場　
合　
特　
別　
の　
傾　
向　
を　
よ　
み　
と　
る　
こ　
と　
は　

で　
き　
な　
い　
。　

さ　
ら　
に　
注　
目　
に　
あ　
た　
い　
す　
る　
の　
は　
、　
享　
保　
十　
六　
年　
の　
竹　
翁　
編　
『　
独　
楽　
徒　
然　
集　
』　

の　
存　
在　
で　
あ　
る　
。　
竹　
翁　
と　
は　
、　
宝　
永　
七　
年　
（　
一　
七　
一　
〇　
）　
か　
ら　
享　
保　
十　
六　
年　
ま　

で　
津　
軽　
を　
支　
配　
し　
た　
信　
寿　
公　
そ　
の　
人　
で　
あ　
る　
。　
信　
寿　
公　
は　
、　
武　
芸　
の　
達　
人　
で　
あ　

る　
と　
と　
も　
に　
、　
詩　
歌　
・　
絵　
画　
・　
能　
に　
通　
暁　
し　
た　
大　
名　
で　
あ　
っ　
た　
（　
弘　
前　
市　
立　
博　

物　
館　
『　
独　
楽　
徒　
然　
集　
』　
解　
説　
）　。　
要　
す　
る　
に　
破　
笠　
が　
お　
仕　
え　
し　
た　
大　
名　
で　
あ　
る　
が　
、　
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こ　
の　
信　
寿　
公　
が　
文　
房　
四　
宝　
趣　
味　
の　
も　
と　
に　
『　
方　
氏　
墨　
譜　
』　『　
程　
氏　
墨　
苑　
』　
を　
机　

辺　
に　
お　
い　
て　
い　
た　
と　
す　
る　
な　
ら　
、　『　
独　
楽　
徒　
然　
集　
』　
に　
そ　
の　
兆　
候　
が　
直　
接　
的　
に　

み　
え　
て　
も　
よ　
さ　
そ　
う　
な　
も　
の　
だ　
が　
、　
納　
得　
に　
あ　
た　
い　
す　
る　
特　
別　
の　
趣　
向　
な　
り　
傾　

向　
な　
り　
を　
す　
く　
い　
と　
る　
こ　
と　
は　
で　
き　
な　
い　
の　
で　
あ　
る　
。　
お　
大　
名　
関　
係　
の　
仕　
事　
ら　

し　
く　
、　
大　
振　
り　
の　
豪　
華　
本　
と　
い　
う　
こ　
と　
の　
み　
が　
目　
に　
つ　
く　
だ　
け　
で　
あ　
る　
。　
文　
房　

趣　
味　
に　
拘　
泥　
す　
る　
筈　
の　
お　
大　
名　
に　
し　
て　
は　
、　
そ　
の　
色　
合　
い　
が　
極　
端　
に　
弱　
す　
ぎ　
る　
。　

こ　
の　
段　
階　
に　
至　
り　
、　
工　
芸　
・　
俳　
書　
両　
方　
を　
検　
討　
し　
て　
、　『　
方　
氏　
墨　
譜　
』　『　
程　
氏　

墨　
苑　
』　
の　
直　
接　
的　
影　
響　
を　
想　
定　
す　
る　
の　
は　
、　
間　
違　
い　
と　
せ　
ざ　
る　
を　
え　
な　
い　
。　

（　
七　
）　
破　
笠　
の　
挿　
絵　
に　
つ　
い　
て　
の　
疑　
問　
―　
『　
風　
の　
末　
』　
を　
中　
心　
に　

破　
笠　
が　
描　
い　
た　
俳　
書　
に　
お　
け　
る　
挿　
絵　
の　
検　
討　
は　
、　
絵　
俳　
書　
研　
究　
の　
進　
展　
と　
ほ　

ぼ　
軌　
跡　
を　
同　
じ　
く　
し　
て　
き　
た　
と　
考　
え　
て　
よ　
か　
ろ　
う　
。　

島　
田　
筑　
波　
氏　
の　
「　
江　
戸　
座　
の　
絵　
入　
俳　
書　
」　
「　
江　
戸　
座　
の　
俳　
書　
と　
浮　
世　
絵　
」　

（　『　
島　
田　
筑　
波　
集　
』　
青　
裳　
堂　
、　
昭　
和　
六　
十　
一　
）　
が　
、　
大　
正　
期　
か　
ら　
昭　
和　
初　
期　
の　
研　
究　

と　
し　
て　
は　
画　
期　
的　
で　
あ　
っ　
た　
。　
さ　
ら　
に　
石　
井　
研　
堂　
氏　
が　
『　
錦　
絵　
の　
彫　
と　
摺　
』　

（　
初　
版　
は　
昭　
和　
四　
）　
に　
、　
大　
村　
蘭　
台　
の　
旧　
蔵　
書　
か　
ら　
十　
三　
点　
の　
色　
摺　
表　
紙　
の　
句　
集　

の　
存　
在　
を　
ご　
指　
摘　
。　
絵　
入　
俳　
書　
の　
研　
究　
は　
一　
つ　
の　
ピ　
ー　
ク　
を　
迎　
え　
た　
感　
が　
あ　
っ　

た　
。　時　

代　
は　
大　
き　
く　
推　
移　
し　
て　
、　
雲　
英　
末　
雄　
氏　
の　
手　
に　
よ　
り　
、　
日　
本　
古　
典　
文　
学　
影　

印　
叢　
刊　
と　
し　
て　
『　
絵　
入　
俳　
書　
集　
』　（　
日　
本　
古　
典　
文　
学　
会　
、　
昭　
和　
六　
十　
一　
）　
に　
『　
誹　

諧
吐
綬　

』『
父
の
恩
』『
わ
か
な
』
が
紹
介
さ
れ
た
。
ほ
ぼ
同
時
期
に
加
藤
定

彦　
氏　
の　
手　
に　
よ　
り　
、　『　
島　
田　
筑　
波　
集　
』　
上　
下　
二　
冊　
（　
青　
裳　
堂　
）　
が　
出　
版　
さ　
れ　
て　
、　

あ　
ら　
た　
な　
る　
流　
行　
に　
火　
が　
つ　
い　
て　
い　
っ　
た　
。　
そ　
の　
動　
向　
の　
な　
か　
、　『　
絵　
入　
俳　
書　

と　
そ　
の　
画　
家　
た　
ち　
』　（　
柿　
衞　
文　
庫　
、　
平　
成　
四　
）　
に　
全　
体　
的　
な　
展　
望　
が　
試　
み　
ら　
れ　
る　
。　

絵　
画　
方　
面　
か　
ら　
、　
今　
橋　
理　
子　
氏　
『　
江　
戸　
の　
花　
鳥　
画　
―　
博　
物　
学　
を　
め　
ぐ　
る　
文　
化　
と　

そ　
の　
表　
象　
―　
』　（　
ス　
カ　
イ　
ド　
ア　
、　
平　
成　
七　
）　
に　
、　
俳　
諧　
へ　
の　
問　
い　
か　
け　
も　
あ　
っ　
た　
。　

加　
藤　
定　
彦　
氏　
の　
『　
俳　
諧　
の　
近　
世　
史　
』　（　
若　
草　
書　
房　
、　
平　
成　
十　
）　
に　
は　
、　
露　
月　
系　
俳　

書　
に　
絵　
筆　
を　
採　
っ　
た　
人　
々　
を　
整　
理　
し　
た　
「　
江　
戸　
座　
の　
絵　
俳　
書　
に　
つ　
い　
て　
」　
が　
再　

録　
。　
雲　
英　
末　
雄　
氏　
の　
『　
俳　
書　
の　
世　
界　
』　（　
青　
裳　
堂　
、　
平　
成　
十　
一　
）　
に　
は　
、　
絵　
入　
り　

俳　
書　
の　
世　
界　
を　
平　
易　
に　
展　
望　
し　
た　
「　
絵　
俳　
書　
の　
世　
界　
」　
も　
収　
め　
ら　
れ　
て　
い　
る　
。　

さ　
ら　
に　
は　
町　
田　
市　
立　
国　
際　
版　
画　
美　
術　
館　
の　
図　
録　
『　
江　
戸　
の　
華　
　　
浮　
世　
絵　
展　
』　

（　
平　
成　
十　
一　
）　
に　
お　
い　
て　
は　
、　
絵　
入　
り　
俳　
書　
の　
図　
柄　
に　
中　
国　
渡　
来　
の　
「　
詩　
箋　
」　

の　
影　
響　
が　
大　
々　
的　
に　
紹　
介　
さ　
れ　
た　
。　
こ　
う　
し　
た　
状　
況　
下　
、　
加　
藤　
定　
彦　
氏　
は　
『　
関　

東　
俳　
諧　
叢　
書　
』　（　
青　
裳　
堂　
）　
の　
十　
七　
巻　
か　
ら　
十　
九　
巻　
に　
、　
絵　
俳　
書　
八　
点　
を　
紹　
介　
。　

研　
究　
状　
況　
の　
お　
お　
む　
ね　
を　
俯　
瞰　
す　
る　
と　
、　
以　
上　
の　
よ　
う　
に　
な　
る　
。　
大　
正　
か　
ら　

昭　
和　
初　
期　
に　
進　
展　
し　
た　
絵　
入　
り　
俳　
書　
研　
究　
は　
し　
ば　
ら　
く　
停　
滞　
し　
て　
い　
た　
よ　
う　
だ　

が　
、　
平　
成　
に　
な　
っ　
て　
再　
燃　
し　
て　
現　
在　
に　
至　
っ　
て　
い　
る　
。　
破　
笠　
の　
挿　
絵　
に　
つ　
い　
て　

限　
定　
す　
る　
な　
ら　
ば　
、　
日　
本　
古　
典　
文　
学　
影　
印　
叢　
刊　
『　
絵　
入　
俳　
書　
集　
』　
の　
「　
解　
説　
」　

に　
収　
め　
ら　
れ　
た　
鈴　
木　
重　
三　
氏　
稿　
「　『　
父　
の　
恩　
』　
と　
『　
わ　
か　
な　
』　
の　
版　
画　
技　
法　
」　

が　
、　
そ　
の　
技　
法　
を　
論　
じ　
て　
画　
期　
的　
で　
あ　
っ　
た　
。　
ま　
た　
、　
町　
田　
市　
立　
国　
際　
版　
画　
美　

術　
館　
の　
『　
江　
戸　
の　
華　
　　
浮　
世　
絵　
展　
』　
は　
、　
破　
笠　
の　
挿　
絵　
と　
「　
詩　
箋　
」　
の　
影　
響　
関　

係　
を　
指　
摘　
し　
て　
、　
興　
味　
深　
い　
も　
の　
で　
あ　
っ　
た　
。　
こ　
と　
に　
後　
者　
は　
、　
破　
笠　
の　
描　
く　

内　
容　
に　
ま　
で　
関　
係　
す　
る　
点　
に　
お　
い　
て　
、　
灰　
野　
氏　
ご　
指　
摘　
の　
『　
方　
氏　
墨　
譜　
』　『　
程　

氏　
墨　
苑　
』　
に　
関　
す　
る　
指　
摘　
と　
同　
様　
、　
ゆ　
る　
が　
せ　
に　
で　
き　
な　
い　
性　
格　
の　
も　
の　
で　
あ　

る　
。　『　

江　
戸　
の　
華　
　　
浮　
世　
絵　
展　
』　
で　
は　
破　
笠　
の　
も　
の　
に　
限　
ら　
ず　
、　
多　
様　
な　
浮　
世　
絵　

と　
絵　
入　
俳　
書　
及　
び　
一　
枚　
刷　
が　
紹　
介　
さ　
れ　
て　
い　
た　
。　
解　
説　
と　
し　
て　
、　
佐　
藤　
光　
信　
氏　

「　
江　
戸　
木　
版　
画　
の　
開　
花　
期　
―　
浮　
世　
絵　
師　
た　
ち　
の　
台　
頭　
―　
」　、　
大　
久　
保　
純　
一　
氏　
「　
一　

枚　
絵　
と　
揃　
物　
」　、　
森　
山　
喜　
乃　
氏　
「　
名　
数　
―　
役　
者　
絵　
に　
お　
け　
る　
諸　
例　
」　、　
大　
沼　
晴　
暉　

氏　
「　
套　
印　
本　
の　
周　
辺　
」　、　
岡　
崎　
久　
司　
氏　
「　『　
御　
馬　
印　
』　
―　
多　
色　
刷　
り　
の　
源　
流　
」　、　
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雲　
英　
末　
雄　
氏　
「　
多　
色　
刷　
り　
絵　
俳　
書　
に　
つ　
い　
て　
」　、　
河　
野　
実　
氏　
「　
我　
が　
国　
の　
版　
彩　

色　
の　
技　
術　
的　
源　
泉　
を　
求　
め　
て　
」　
と　
、　
注　
目　
す　
べ　
き　
論　
考　
が　
並　
ん　
で　
い　
る　
。　

こ　
う　
し　
た　
論　
考　
以　
上　
に　
、　
私　
の　
目　
に　
つ　
い　
た　
の　
は　
九　
州　
の　
方　
か　
ら　
持　
ち　
込　
ま　

れ　
た　
で　
あ　
ろ　
う　
「　
詩　
箋　
」　
の　
、　
淡　
く　
ひ　
そ　
や　
か　
な　
美　
し　
さ　
の　
方　
で　
あ　
る　
。　
中　
野　

三　
敏　
氏　
は　
『　
江　
戸　
文　
化　
評　
判　
記　
』　（　
中　
公　
新　
書　
、　
平　
成　
四　
）　
に　
、　
直　
条　
旧　
蔵　
の　

「　
詩　
箋　
」　
を　
と　
ら　
え　
て　
、　「　
日　
本　
の　
版　
画　
史　
を　
考　
え　
る　
上　
で　
、　
き　
わ　
め　
て　
重　
要　
な　

問　
題　
を　
提　
起　
し　
て　
く　
れ　
て　
い　
る　
」　
と　
展　
望　
さ　
れ　
た　
の　
で　
あ　
る　
が　
、　
ま　
っ　
た　
く　
賛　

同　
す　
る　
も　
の　
で　
あ　
る　
。　
し　
か　
し　
、　
河　
野　
実　
氏　
の　
ご　
と　
く　
、　「　
小　
川　
破　
笠　
と　
詩　
箋　

の　
関　
係　
」　
と　
い　
う　
か　
た　
ち　
で　
提　
言　
さ　
れ　
る　
と　
、　
首　
を　
か　
し　
げ　
た　
く　
な　
る　
。　

な　
ぜ　
首　
を　
か　
し　
げ　
た　
く　
な　
る　
の　
か　
と　
い　
う　
と　
、　
九　
州　
の　
一　
大　
名　
が　
珍　
重　
し　
て　

い　
た　
「　
詩　
箋　
」　
を　
、　
破　
笠　
が　
一　
見　
し　
て　
い　
た　
と　
い　
う　
証　
拠　
が　
ま　
っ　
た　
く　
な　
い　
こ　

と　
に　
ま　
ず　
躊　
躇　
す　
る　
。　
ま　
た　
、　「　
詩　
箋　
」　
が　
日　
本　
に　
ど　
の　
程　
度　
舶　
載　
せ　
ら　
れ　
て　

い　
た　
の　
か　
も　
不　
明　
で　
あ　
ろ　
う　
。　
武　
家　
社　
会　
は　
当　
然　
の　
こ　
と　
、　
庶　
民　
世　
界　
に　
お　
け　

る　
流　
通　
が　
証　
明　
で　
き　
な　
い　
現　
在　
に　
あ　
っ　
て　
、　
宝　
永　
二　
年　
（　
一　
七　
〇　
五　
）　
に　
没　
し　

た　
直　
条　
の　
弄　
び　
も　
の　
か　
ら　
、　
破　
笠　
の　
挿　
絵　
成　
立　
ま　
で　
の　
時　
間　
的　
空　
白　
は　
い　
か　
に　

も　
大　
き　
す　
ぎ　
る　
。　
中　
野　
三　
敏　
氏　
言　
及　
の　
肥　
前　
鹿　
島　
の　
直　
条　
の　
時　
代　
か　
ら　
破　
笠　
の　

時　
代　
ま　
で　
に　
は　
、　
少　
な　
く　
見　
積　
も　
っ　
て　
も　
三　
十　
年　
以　
上　
の　
空　
白　
を　
想　
定　
せ　
ざ　
る　

を　
え　
な　
い　
。　
に　
も　
か　
か　
わ　
ら　
ず　
、　「　
詩　
箋　
」　
の　
存　
在　
を　
も　
っ　
て　
元　
文　
四　
年　
（　
一　

七　
三　
九　
）　
刊　
の　
『　
風　
の　
末　
』　
に　
影　
響　
あ　
り　
と　
断　
じ　
う　
る　
も　
の　
で　
あ　
ろ　
う　
か　
。　

私　
に　
は　
、　「　
詩　
箋　
」　
と　
『　
風　
の　
末　
』　
と　
を　
結　
び　
付　
け　
る　
考　
え　
方　
は　
、　
い　
か　
に　

も　
乱　
暴　
な　
当　
て　
推　
量　
と　
し　
か　
み　
え　
な　
い　
。　
か　
く　
激　
烈　
な　
批　
判　
の　
言　
辞　
を　
弄　
す　
る　

と　
、　
そ　
こ　
に　
描　
か　
れ　
て　
い　
る　
図　
柄　
が　
一　
致　
す　
る　
の　
だ　
か　
ら　
、　
そ　
の　
よ　
う　
に　
し　
か　

考　
え　
ら　
れ　
な　
い　
の　
だ　
と　
い　
う　
返　
答　
も　
予　
想　
で　
き　
る　
。　

し　
か　
し　
、　
関　
係　
あ　
り　
と　
す　
る　
図　
柄　
そ　
の　
も　
の　
に　
、　
ど　
う　
し　
て　
も　
い　
か　
が　
わ　
し　

さ　
が　
つ　
き　
ま　
と　
う　
。　
ま　
ず　
は　
河　
野　
氏　
ご　
指　
摘　
の　
「　
葉　
図　
」　
か　
ら　
問　
題　
に　
す　
る　
。　

◇　
「　
葉　
図　
」　
を　
め　
ぐ　
る　
検　
討　

『　
風　
の　
末　
』　
を　
ひ　
も　
と　
く　
と　
、　
嵐　
雪　
像　
の　
次　
に　
「　
葉　
図　
」　
が　
提　
示　
さ　
れ　
て　
い　

る　
（　
図　
八　
）　。　
そ　
れ　
に　
対　
し　
て　
、　
河　
野　
氏　
は　
「　
《　
葉　
図　
》　
は　
島　
原　
の　
祐　
徳　
神　
社　

所　
蔵　
の　
詩　
箋　
の　
中　
に　
、　
原　
図　
が　
存　
在　
し　
て　
お　
り　
、　
さ　
ら　
に　
他　
の　
図　
葉　
も　
全　
て　
、　

詩　
箋　
か　
ら　
の　
図　
葉　
の　
借　
用　
で　
あ　
る　
こ　
と　
が　
今　
回　
の　
調　
査　
で　
明　
ら　
か　
に　
な　
っ　
た　
」　

と　
断　
ぜ　
ら　
れ　
、　
詩　
文　
を　
記　
し　
た　
芭　
蕉　
図　
が　
掲　
げ　
ら　
れ　
て　
い　
る　
（　
図　
九　
）　。　

（　
図　
八　
）　『　
風　
の　
末　
』　
よ　
り　

（　
図　
九　
）　『　
江　
戸　
の　
華　
　　
浮　
世　
絵　
展　
』　
よ　
り　
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私　
の　
目　
に　
は　
、　
こ　
の　
二　
つ　
が　
類　
似　
し　
て　
い　
る　
と　
は　
み　
え　
な　
い　
。　
一　
は　
「　
梅　
葉　
」　

で　
な　
け　
れ　
ば　
な　
ら　
な　
い　
し　
、　
一　
は　
図　
版　
で　
も　
明　
ら　
か　
な　
ご　
と　
く　
「　
蕉　
葉　
」　
と　
明　

記　
さ　
れ　
て　
い　
る　
。　「　
梅　
葉　
」　
と　
「　
蕉　
葉　
」　
と　
を　
同　
一　
視　
す　
る　
姿　
勢　
に　
、　
す　
で　
に　

根　
本　
的　
な　
問　
題　
が　
あ　
り　
は　
し　
な　
い　
か　
。　

と　
こ　
ろ　
で　
『　
風　
の　
末　
』　
に　
、　
な　
ぜ　
「　
梅　
葉　
図　
」　
が　
掲　
げ　
ら　
れ　
て　
い　
る　
の　
か　
を　

検　
討　
す　
る　
必　
要　
が　
あ　
る　
。　『　
風　
の　
末　
』　
は　
、　
嵐　
雪　
三　
十　
三　
回　
忌　
の　
追　
善　
集　
で　
あ　

る　
。　
だ　
か　
ら　
こ　
そ　
、　
挿　
絵　
の　
冒　
頭　
に　
「　
雪　
中　
辞　
世　
」　
を　
提　
示　
し　
て　
、　
嵐　
雪　
の　
座　

像　
が　
描　
か　
れ　
て　
い　
る　
の　
で　
あ　
る　
。　
そ　
の　
次　
に　
、　「　
雪　
中　
居　
士　
の　
句　
、　
思　
ひ　
出　
る　

侭　
、　
聊　
あ　
ら　
は　
す　
」　
と　
あ　
り　
、　「　
梅　
干　
し　
や　
見　
知　
つ　
て　
居　
る　
か　
む　
め　
の　
花　
」　「　
む　

め　
一　
輪　
一　
り　
ん　
ほ　
ど　
の　
あ　
た　
ゝ　
か　
さ　
」　
を　
記　
し　
た　
「　
葉　
図　
」　
が　
描　
い　
て　
あ　
る　
。　

形　
状　
と　
い　
い　
、　
中　
に　
刻　
さ　
れ　
て　
い　
る　
句　
と　
い　
い　
、　
こ　
れ　
は　
「　
梅　
葉　
図　
」　
で　
な　
け　

れ　
ば　
な　
ら　
な　
い　
。　
く　
ど　
い　
確　
認　
で　
は　
あ　
る　
が　
、　「　
芭　
蕉　
図　
」　
と　
は　
何　
の　
関　
係　
も　

な　
い　
し　
ろ　
も　
の　
で　
あ　
る　
。　

嵐　
雪　
追　
善　
の　
た　
め　
に　
、　
故　
嵐　
雪　
の　
二　
句　
が　
「　
梅　
葉　
」　
に　
刻　
ま　
れ　
て　
い　
る　
の　
だ　

が　
、　
そ　
こ　
に　
す　
で　
に　
際　
立　
っ　
た　
趣　
向　
が　
み　
え　
る　
。　
こ　
れ　
は　
貝　
多　
羅　
葉　
の　
も　
じ　
り　

な　
の　
で　
は　
な　
か　
ろ　
う　
か　
。　
古　
代　
イ　
ン　
ド　
で　
経　
文　
を　
写　
し　
た　
タ　
ラ　
ジ　
ュ　
の　
葉　
で　
あ　

る　
。　
経　
文　
よ　
ろ　
し　
く　
嵐　
雪　
の　
句　
が　
記　
さ　
れ　
て　
い　
る　
と　
こ　
ろ　
に　
、　
粋　
な　
は　
か　
ら　
い　

を　
読　
み　
と　
る　
べ　
き　
で　
は　
な　
か　
っ　
た　
の　
か　
。　
貝　
多　
羅　
葉　
の　
こ　
と　
に　
関　
し　
て　
は　
、　
す　

で　
に　
『　
大　
和　
本　
草　
』　
に　
解　
説　
が　
加　
え　
ら　
れ　
て　
い　
る　
し　
、　『　
古　
梅　
園　
墨　
譜　
』　「　
唐　
方　

式　
」　
の　
部　
に　
「　
写　
経　
墨　
」　
と　
し　
て　
「　
貝　
葉　
（　
ば　
い　
よ　
う　
）　」　
が　
登　
録　
さ　
れ　
て　
い　

る　
。　
こ　
の　
「　
貝　
葉　
墨　
」　
は　
、　
現　
在　
も　
奈　
良　
市　
の　
笹　
川　
文　
林　
堂　
あ　
た　
り　
の　
古　
梅　
園　

コ　
ー　
ナ　
ー　
で　
販　
売　
せ　
ら　
れ　
て　
い　
る　
。　

さ　
て　
音　
を　
と　
れ　
ば　
同　
じ　
「　
ば　
い　
よ　
う　
」　
で　
あ　
る　
こ　
と　
か　
ら　
、　
嵐　
雪　
の　
句　
を　
記　

す　
に　
は　
格　
好　
の　
趣　
向　
で　
あ　
っ　
た　
と　
理　
解　
し　
た　
い　
。　
当　
時　
の　
人　
々　
は　
、　
破　
笠　
の　
こ　

の　
さ　
り　
げ　
な　
い　
趣　
向　
を　
、　
頷　
き　
な　
が　
ら　
眺　
め　
や　
っ　
た　
の　
で　
は　
な　
か　
ろ　
う　
か　
。　
か　

く　
解　
釈　
し　
て　
、　
は　
じ　
め　
て　
、　『　
風　
の　
末　
』　
所　
収　
の　
句　
と　
絵　
と　
は　
、　
そ　
こ　
に　
存　
在　

す　
る　
に　
ふ　
さ　
わ　
し　
い　
意　
味　
を　
も　
っ　
て　
立　
ち　
あ　
が　
っ　
て　
く　
る　
。　

◇　
「　
象　
図　
」　
を　
め　
ぐ　
る　
検　
討　

「　
梅　
葉　
図　
」　
を　
問　
題　
に　
し　
つ　
つ　
、　
単　
な　
る　
絵　
柄　
の　
類　
似　
を　
も　
っ　
て　
影　
響　
関　
係　

を　
論　
ず　
る　
危　
険　
性　
を　
さ　
き　
に　
指　
摘　
し　
た　
。　
文　
化　
と　
い　
う　
も　
の　
は　
、　
き　
わ　
め　
て　
多　

様　
か　
つ　
重　
層　
的　
な　
も　
の　
で　
あ　
っ　
て　
、　
絵　
画　
一　
枚　
の　
存　
在　
を　
も　
っ　
て　
影　
響　
関　
係　
を　

取　
り　
沙　
汰　
す　
る　
た　
め　
に　
は　
、　
よ　
ほ　
ど　
周　
到　
な　
手　
続　
き　
が　
必　
要　
と　
な　
る　
。　

（　
図　
十　
）　『　
風　
の　
末　
』　
よ　
り　

こ　
の　
文　
化　
の　
重　
層　
性　
に　
配　
慮　
し　
な　
が　
ら　
、　
次　
に　
『　
風　
の　
末　
』　
所　
収　
の　
「　
象　
図　
」　

を　
問　
題　
に　
し　
て　
み　
た　
い　
。　
く　
だ　
ん　
の　
「　
象　
図　
」　
は　
、　（　
図　
十　
）　
に　
明　
ら　
か　
な　
ご　

と　
く　
、　
斜　
め　
に　
向　
い　
た　
象　
が　
首　
を　
ね　
じ　
ま　
げ　
て　
正　
面　
の　
方　
を　
向　
い　
て　
い　
る　
姿　
で　

あ　
る　
。　
そ　
こ　
に　
、　
嵐　
雪　
の　
「　
蕣　
の　
花　
ほ　
ど　
口　
を　
あ　
く　
ひ　
哉　
」　
が　
記　
さ　
れ　
て　
い　
る　
。　

構　
図　
と　
し　
て　
は　
、　『　
江　
戸　
の　
華　
　　
浮　
世　
絵　
展　
』　
図　
録　
二　
四　
三　
頁　
の　
「　
鹿　
島　
鍋　
島　

家　
詩　
箋　
集　
　　
白　
象　
」　
に　
類　
似　
し　
て　
い　
る　
印　
象　
も　
す　
る　
（　
注　
七　
）　。　
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し　
か　
し　
、　
そ　
こ　
に　
直　
接　
的　
関　
係　
を　
観　
察　
す　
る　
必　
要　
は　
ま　
っ　
た　
く　
な　
い　
。　
い　
や　

も　
っ　
と　
重　
要　
な　
の　
は　
、　「　
蕣　
（　
あ　
さ　
が　
ほ　
）　
の　
花　
ほ　
ど　
口　
を　
あ　
く　
ひ　
哉　
」　
の　
嵐　

雪　
句　
に　
、　
な　
ぜ　
象　
の　
図　
が　
描　
か　
れ　
て　
い　
る　
の　
か　
と　
い　
う　
問　
題　
の　
方　
が　
重　
要　
で　
あ　

る　
。　
破　
笠　
と　
し　
て　
は　
、　
た　
だ　
単　
に　
「　
象　
」　
を　
描　
き　
た　
か　
っ　
た　
の　
だ　
と　
理　
解　
し　
て　

は　
、　
あ　
ま　
り　
に　
も　
芸　
の　
な　
い　
話　
に　
な　
っ　
て　
し　
ま　
う　
。　
よ　
ほ　
ど　
慎　
重　
に　
、　
そ　
こ　
に　

潜　
め　
ら　
れ　
た　
趣　
向　
を　
読　
み　
解　
い　
て　
い　
く　
必　
要　
が　
あ　
る　
。　

『　
風　
の　
末　
』　
に　
収　
め　
ら　
れ　
る　
「　
象　
図　
」　
を　
検　
討　
す　
る　
に　
あ　
た　
り　
、　
日　
本　
に　
渡　

来　
し　
て　
き　
た　
象　
の　
こ　
と　
を　
あ　
ら　
あ　
ら　
確　
認　
す　
る　
と　
こ　
ろ　
か　
ら　
話　
を　
は　
じ　
め　
て　
い　

き　
た　
い　
。　
象　
の　
日　
本　
へ　
の　
初　
渡　
来　
は　
慶　
永　
一　
五　
年　
（　
一　
四　
〇　
八　
）　
の　
こ　
と　
と　
い　

う　
。　
続　
い　
て　
天　
正　
二　
年　
（　
一　
五　
七　
四　
）　
七　
月　
、　
正　
親　
町　
天　
皇　
の　
御　
宇　
に　
博　
多　
に　

象　
と　
虎　
と　
が　
も　
た　
ら　
さ　
れ　
た　
と　
い　
う　
。　
三　
回　
目　
は　
天　
正　
三　
年　
、　
大　
友　
義　
鎮　
に　
虎　

四　
頭　
、　
象　
一　
頭　
、　
孔　
雀　
・　
鸚　
鵡　
等　
が　
も　
た　
ら　
さ　
れ　
た　
ら　
し　
い　
。　
四　
回　
目　
は　
慶　
長　

七　
年　
（　
一　
六　
〇　
二　
）　、　
徳　
川　
家　
康　
に　
虎　
一　
頭　
、　
象　
一　
頭　
、　
孔　
雀　
二　
羽　
が　
も　
た　
ら　

さ　
れ　
た　
。　
そ　
し　
て　
、　
五　
回　
目　
と　
し　
て　
享　
保　
一　
三　
年　
（　
一　
七　
二　
八　
）　
に　
牝　
牡　
二　
頭　

が　
渡　
来　
す　
る　
の　
で　
あ　
る　
（　
高　
島　
春　
雄　
氏　
著　
『　
動　
物　
渡　
来　
物　
語　
』　）　。　
こ　
の　
享　
保　
十　
三　

年　
の　
渡　
来　
の　
折　
は　
、　
社　
会　
的　
な　
波　
紋　
が　
お　
こ　
り　
、　
象　
人　
気　
が　
沸　
騰　
す　
る　
。　
油　
烟　

斎　
貞　
柳　
は　
『　
家　
土　
産　
』　
の　
冒　
頭　
に　
象　
図　
を　
載　
せ　
て　
い　
る　
。　
古　
義　
堂　
の　
高　
弟　
・　
奥　

田　
三　
角　
は　
『　
詠　
象　
詩　
』　
な　
る　
漢　
詩　
集　
を　
編　
集　
。　
他　
に　
も　
『　
馴　
象　
俗　
談　
』　
・　
『　
象　

志　
』　
・　
『　
象　
の　
み　
つ　
ぎ　
』　
等　
々　
と　
際　
物　
的　
な　
本　
が　
出　
版　
さ　
れ　
続　
け　
る　
。　
俳　
諧　
の　

方　
で　
も　
松　
井　
蓬　
莱　
軒　
の　
『　
象　
潟　
集　
』　
な　
る　
珍　
本　
が　
出　
版　
さ　
れ　
て　
い　
る　
。　
か　
よ　
う　

な　
流　
行　
に　
注　
目　
し　
た　
報　
告　
と　
し　
て　
、　
大　
庭　
脩　
氏　
の　
『　
江　
戸　
時　
代　
の　
日　
中　
秘　
話　
』　

（　
東　
方　
書　
店　
、　
昭　
和　
五　
十　
五　
）　
が　
あ　
る　
一　
方　
、　
石　
坂　
昌　
三　
氏　
の　
『　
象　
の　
旅　
』　（　
新　
潮　

社　
、　
平　
成　
四　
）　
な　
る　
読　
み　
物　
も　
出　
版　
さ　
れ　
て　
い　
る　
。　
こ　
と　
に　
貴　
重　
な　
の　
は　
、　
関　

西　
大　
学　
第　
二　
十　
五　
回　
春　
季　
特　
別　
展　
の　
「　
古　
典　
に　
み　
る　
象　
」　
の　
目　
録　
で　
あ　
ろ　
う　
。　

他　
に　
、　
山　
下　
幸　
子　
氏　
稿　
「　
享　
保　
の　
象　
行　
列　
」　（　『　
地　
域　
史　
研　
究　
―　
尼　
崎　
研　
究　
紀　
要　
―　
』　

第　
二　
巻　
二　
号　
）　、　
ま　
た　
太　
田　
尚　
宏　
氏　
稿　
「　
渡　
来　
象　
の　
社　
会　
史　
」　（　『　
歴　
博　
』　
八　
十　
九　
）　

等　
の　
貴　
重　
な　
研　
究　
報　
告　
も　
あ　
る　
。　
国　
文　
学　
の　
方　
か　
ら　
は　
、　
鈴　
木　
健　
一　
氏　
の　
「　
霊　

元　
院　
歌　
壇　
の　
俊　
秀　
た　
ち　
―　
象　
を　
観　
た　
堂　
上　
歌　
人　
―　
」　（　
和　
歌　
文　
学　
講　
座　
『　
近　
世　
の　

和　
歌　
』　
勉　
誠　
社　
、　
平　
成　
六　
）　
も　
あ　
る　
。　
近　
年　
の　
収　
穫　
と　
な　
れ　
ば　
、　
豊　
橋　
市　
二　
川　

宿　
本　
陣　
資　
料　
館　
『　
動　
物　
の　
旅　
〜　
ゾ　
ウ　
と　
ラ　
ク　
ダ　
〜　
』　
に　
き　
わ　
ま　
る　
。　
以　
上　
の　
資　

料　
類　
や　
研　
究　
書　
等　
を　
確　
認　
す　
る　
に　
つ　
け　
、　
破　
笠　
が　
象　
を　
描　
く　
時　
代　
と　
い　
え　
ば　
、　

直　
接　
的　
に　
象　
を　
見　
て　
描　
く　
こ　
と　
も　
十　
分　
可　
能　
な　
時　
代　
だ　
っ　
た　
こ　
と　
が　
わ　
か　
る　
。　

し　
か　
し　
破　
笠　
は　
、　
決　
し　
て　
写　
実　
的　
な　
象　
を　
描　
い　
て　
い　
な　
い　
。　
む　
し　
ろ　
伝　
統　
的　

な　
構　
図　
で　
描　
い　
て　
い　
る　
と　
観　
察　
し　
て　
お　
い　
て　
も　
よ　
か　
ろ　
う　
。　
考　
え　
て　
み　
れ　
ば　
、　

白　
象　
に　
乗　
っ　
た　
普　
賢　
菩　
薩　
の　
姿　
態　
を　
は　
じ　
め　
、　
い　
ろ　
い　
ろ　
に　
描　
か　
れ　
た　
象　
を　
江　

戸　
市　
民　
た　
ち　
は　
見　
る　
こ　
と　
が　
で　
き　
た　
。　

以　
上　
の　
ご　
と　
き　
状　
況　
下　
、　「　
詩　
箋　
」　
数　
枚　
の　
存　
在　
を　
も　
っ　
て　
、　
類　
似　
の　
構　
図　

だ　
か　
ら　
影　
響　
を　
う　
け　
た　
の　
だ　
と　
断　
ず　
る　
の　
は　
、　
早　
計　
と　
い　
う　
よ　
り　
も　
無　
謀　
と　
考　

え　
た　
方　
が　
よ　
い　
の　
で　
は　
な　
い　
か　
。　
何　
よ　
り　
も　
問　
題　
な　
の　
は　
、　
そ　
こ　
に　
記　
さ　
れ　
た　

発　
句　
と　
絵　
と　
の　
関　
係　
を　
ま　
る　
で　
無　
視　
し　
て　
、　
類　
似　
を　
指　
摘　
す　
る　
姿　
勢　
の　
か　
た　
よ　

り　
で　
あ　
る　
。　

破　
笠　
の　
周　
囲　
に　
横　
溢　
し　
て　
い　
た　
で　
あ　
ろ　
う　
膨　
大　
な　
量　
の　
「　
象　
図　
」　
を　
想　
定　
す　

る　
に　
つ　
け　
、　「　
詩　
箋　
」　
と　
破　
笠　
と　
の　
関　
係　
を　
論　
ず　
る　
際　
の　
問　
題　
点　
は　
、　
破　
笠　
が　

「　
詩　
箋　
」　
を　
閲　
覧　
す　
る　
可　
能　
性　
に　
つ　
い　
て　
、　
何　
ら　
説　
明　
し　
て　
な　
い　
と　
こ　
ろ　
に　
あ　

る　
。　
同　
時　
代　
に　
並　
列　
的　
に　
存　
在　
す　
る　
も　
の　
を　
直　
接　
的　
に　
関　
係　
あ　
り　
と　
す　
る　
な　
ら　

ば　
、　
い　
か　
な　
る　
指　
摘　
も　
可　
能　
に　
な　
る　
。　
同　
じ　
「　
詩　
箋　
」　
を　
取　
り　
扱　
っ　
て　
も　
、　
中　

野　
三　
敏　
氏　
と　
河　
野　
実　
氏　
と　
で　
は　
、　
性　
格　
が　
ま　
っ　
た　
く　
異　
な　
る　
。　「　
詩　
箋　
」　
が　
多　

色　
刷　
り　
印　
刷　
の　
発　
生　
に　
資　
す　
る　
と　
こ　
ろ　
が　
あ　
っ　
た　
ろ　
う　
と　
想　
定　
す　
る　
中　
野　
氏　
の　

指　
摘　
に　
は　
、　
状　
況　
論　
と　
し　
て　
の　
可　
能　
性　
を　
認　
め　
ざ　
る　
を　
え　
な　
い　
。　
し　
か　
し　
、　
河　

野　
氏　
の　
ご　
と　
く　
破　
笠　
が　
、　「　
詩　
箋　
」　
の　
絵　
を　
参　
考　
に　
し　
て　
俳　
書　
の　
絵　
を　
描　
い　
た　
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と　
な　
る　
と　
、　「　
詩　
箋　
」　
を　
閲　
覧　
し　
た　
お　
お　
よ　
そ　
の　
時　
期　
と　
ど　
う　
い　
う　
状　
況　
で　
閲　

覧　
し　
た　
の　
か　
を　
、　
あ　
る　
程　
度　
証　
明　
し　
て　
も　
ら　
わ　
ざ　
る　
を　
え　
な　
い　
。　
そ　
う　
で　
な　
い　

と　
、　
お　
そ　
ろ　
し　
く　
恣　
意　
的　
で　
不　
毛　
な　
確　
認　
だ　
け　
が　
、　
横　
行　
す　
る　
こ　
と　
に　
な　
る　
。　

さ　
ら　
に　
、　
先　
程　
も　
指　
摘　
し　
て　
お　
い　
た　
ご　
と　
く　
、　
発　
句　
と　
絵　
画　
と　
の　
関　
係　
も　
ま　
た　

詳　
細　
に　
観　
察　
し　
て　
お　
く　
必　
要　
が　
あ　
る　
。　

冷　
静　
に　
考　
え　
て　
み　
れ　
ば　
、　
中　
国　
絵　
画　
の　
画　
題　
も　
す　
で　
に　
多　
く　
の　
日　
本　
人　
は　
知　

っ　
て　
い　
た　
筈　
で　
あ　
る　
。　
古　
墨　
も　
沢　
山　
輸　
入　
さ　
れ　
て　
い　
た　
。　
ま　
た　
も　
ろ　
も　
ろ　
の　
書　

籍　
も　
、　
大　
庭　
脩　
氏　
の　
研　
究　
に　
提　
示　
さ　
れ　
て　
い　
る　
ご　
と　
く　
輸　
入　
さ　
れ　
て　
い　
る　
時　
代　

で　
あ　
る　
（　
注　
八　
）　。　
こ　
う　
し　
た　
吉　
宗　
時　
代　
の　
輸　
入　
解　
放　
政　
策　
を　
考　
慮　
す　
る　
と　
き　
、　

破　
笠　
の　
挿　
絵　
に　
「　
詩　
箋　
」　
の　
影　
響　
の　
み　
を　
観　
察　
す　
る　
こ　
と　
自　
体　
が　
、　
暴　
論　
以　
外　

の　
何　
も　
の　
で　
も　
な　
い　
こ　
と　
に　
気　
付　
く　
。　

か　
く　
批　
判　
の　
言　
辞　
を　
つ　
ら　
ね　
た　
の　
だ　
か　
ら　
、　
当　
然　
の　
こ　
と　
私　
な　
り　
の　
解　
釈　
な　

い　
し　
は　
理　
解　
を　
提　
示　
し　
て　
お　
く　
必　
要　
が　
あ　
る　
。　
ま　
ず　
最　
初　
に　
お　
断　
り　
し　
て　
お　
き　

た　
い　
の　
は　
、　
日　
本　
に　
お　
け　
る　
「　
象　
図　
」　
の　
展　
開　
が　
い　
か　
な　
る　
も　
の　
で　
あ　
っ　
た　
の　

か　
、　
寡　
聞　
の　
筆　
者　
は　
知　
ら　
な　
い　
点　
で　
あ　
る　
。　
よ　
っ　
て　
歴　
史　
的　
祖　
述　
は　
で　
き　
そ　
う　

に　
な　
い　
。　
そ　
う　
で　
あ　
っ　
て　
も　
、　
破　
笠　
の　
視　
野　
に　
入　
る　
可　
能　
性　
の　
も　
の　
を　
、　
あ　
る　

程　
度　
想　
定　
す　
る　
こ　
と　
だ　
け　
は　
で　
き　
る　
。　
そ　
の　
範　
囲　
に　
お　
い　
て　
、　
い　
さ　
さ　
か　
の　
検　

討　
を　
加　
え　
て　
お　
き　
た　
い　
。　

破　
笠　
の　
知　
識　
背　
景　
を　
カ　
ウ　
ン　
ト　
す　
る　
と　
き　
、　
文　
房　
四　
宝　
の　
な　
か　
で　
も　
古　
墨　
の　

存　
在　
を　
意　
識　
し　
て　
お　
く　
必　
要　
が　
あ　
る　
の　
で　
は　
な　
い　
か　
。　
古　
墨　
の　
な　
か　
に　
は　
、　

「　
九　
貢　
」　
を　
は　
じ　
め　
と　
し　
て　
「　
洗　
象　
」　「　
太　
平　
有　
象　
」　
と　
多　
く　
の　
も　
の　
が　
あ　
る　
。　

そ　
の　
な　
か　
で　
も　
、　「　
太　
平　
有　
象　
」　
を　
、　
破　
笠　
は　
意　
識　
し　
て　
い　
た　
の　
で　
は　
な　
い　
か　
。　

発　
句　
と　
挿　
絵　
と　
の　
関　
係　
を　
考　
慮　
し　
た　
と　
き　
、　
説　
明　
が　
容　
易　
に　
な　
る　
か　
ら　
で　
あ　
る　
。　

そ　
の　
前　
に　
、　
挿　
絵　
に　
記　
さ　
れ　
た　
嵐　
雪　
の　
「　
蕣　
の　
花　
ほ　
ど　
口　
を　
あ　
く　
ひ　
哉　
」　
を　

一　
瞥　
し　
て　
み　
よ　
う　
。　
朝　
顔　
の　
花　
を　
見　
な　
が　
ら　
そ　
の　
花　
ほ　
ど　
大　
き　
な　
口　
を　
あ　
け　
て　
、　

欠　
伸　
を　
し　
て　
い　
る　
長　
閑　
な　
状　
況　
で　
あ　
る　
。　「　
口　
を　
あ　
く　
ひ　
」　
に　
は　
「　
開　
く　
日　
」　

と　
「　
欠　
伸　
」　
と　
が　
か　
け　
ら　
れ　
て　
い　
る　
。　
大　
口　
を　
開　
い　
て　
欠　
伸　
す　
る　
、　
平　
穏　
無　
事　

な　
秋　
の　
ひ　
と　
日　
の　
状　
況　
が　
直　
截　
的　
に　
描　
写　
し　
て　
あ　
り　
、　
他　
は　
何　
も　
描　
か　
れ　
て　
い　

な　
い　
。　
こ　
の　
句　
に　
象　
を　
描　
く　
必　
然　
性　
が　
、　
な　
に　
よ　
り　
も　
問　
題　
に　
な　
る　
。　
発　
句　
と　

ま　
っ　
た　
く　
関　
係　
の　
な　
い　
挿　
絵　
を　
描　
き　
こ　
む　
こ　
と　
が　
、　
俳　
書　
の　
場　
合　
存　
在　
し　
う　
る　

の　
か　
と　
問　
う　
た　
と　
き　
、　
そ　
れ　
は　
か　
な　
り　
無　
理　
な　
話　
で　
あ　
る　
。　
句　
の　
世　
界　
に　
相　
応　

す　
る　
な　
い　
し　
は　
句　
の　
世　
界　
を　
補　
足　
す　
る　
挿　
絵　
を　
描　
く　
も　
の　
と　
理　
解　
し　
て　
お　
い　

て　
、　
お　
よ　
そ　
間　
違　
い　
は　
な　
い　
。　『　
風　
の　
末　
』　
の　
場　
合　
も　
、　
句　
と　
挿　
絵　
と　
の　
相　
関　

性　
を　
問　
題　
に　
す　
べ　
き　
で　
あ　
っ　
た　
。　

河　
野　
氏　
の　
ご　
と　
く　
「　
詩　
箋　
」　
を　
素　
材　
に　
し　
た　
と　
考　
え　
た　
場　
合　
、　
発　
句　
と　
挿　
絵　

と　
の　
関　
係　
は　
説　
明　
し　
に　
く　
い　
。　
し　
か　
し　
、　
古　
墨　
の　
「　
太　
平　
有　
象　
」　
と　
理　
解　
し　
た　

場　
合　
、　
容　
易　
に　
説　
明　
が　
で　
き　
る　
。　「　
太　
平　
有　
象　
」　
と　
は　
、　
宇　
野　
雪　
村　
氏　
の　
解　
説　

を　
借　
用　
す　
る　
な　
ら　
ば　
、　「　
太　
平　
は　
天　
下　
泰　
平　
と　
同　
じ　
意　
味　
で　
、　
万　
物　
安　
寧　
の　
平　

和　
の　
こ　
と　
で　
あ　
る　
。　
象　
は　
像　
と　
同　
じ　
で　
形　
状　
、　
状　
態　
の　
こ　
と　
を　
さ　
す　
。　
平　
和　
の　

状　
を　
象　
徴　
し　
て　
い　
る　
の　
で　
あ　
る　
」　（　
『　
古　
墨　
』　
木　
耳　
社　
）　
と　
い　
う　
こ　
と　
に　
な　
る　
。　

さ　
す　
れ　
ば　
、　
発　
句　
に　
描　
か　
れ　
た　
世　
界　
を　
象　
徴　
す　
る　
も　
の　
と　
し　
て　
、　「　
象　
」　
は　
ま　

こ　
と　
に　
相　
応　
し　
い　
も　
の　
と　
な　
り　
は　
し　
な　
い　
か　
。　
破　
笠　
の　
脳　
裏　
に　
は　
、　
こ　
の　
程　
度　

の　
知　
識　
は　
あ　
っ　
た　
も　
の　
と　
想　
像　
し　
て　
い　
る　
。　
嵐　
雪　
の　
発　
句　
と　
破　
笠　
の　
挿　
絵　
と　
は　
、　

は　
て　
し　
な　
い　
泰　
平　
の　
雰　
囲　
気　
に　
お　
い　
て　
照　
応　
し　
て　
い　
く　
の　
で　
あ　
る　
。　
か　
く　
て　

「　
象　
図　
」　
の　
説　
明　
が　
可　
能　
に　
な　
る　
。　

（　
注　
七　
）　
図　
版　
を　
掲　
載　
で　
き　
る　
ほ　
ど　
鮮　
明　
な　
も　
の　
で　
は　
な　
い　
の　
で　
、　
直　
接　

『　
江　
戸　
の　
華　
　　
浮　
世　
絵　
展　
』　
に　
つ　
か　
れ　
た　
い　
。　

（　
注　
八　
）　『　
唐　
船　
持　
渡　
書　
の　
研　
究　
』　
等　
を　
参　
照　
。　
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（　
八　
）　『　
風　
の　
末　
』　
に　
お　
け　
る　
破　
笠　
挿　
絵　
の　
意　
味　

『　
風　
の　
末　
』　
か　
ら　
「　
葉　
図　
」　
と　
「　
象　
図　
」　
と　
を　
と　
り　
あ　
げ　
て　
、　
句　
の　
内　
容　
と　

連　
関　
さ　
せ　
つ　
つ　
私　
見　
を　
述　
べ　
て　
き　
た　
。　
と　
り　
あ　
え　
ず　
、　
古　
墨　
の　
デ　
ザ　
イ　
ン　
を　
参　

考　
に　
し　
て　
、　
そ　
の　
謎　
解　
き　
を　
試　
み　
て　
み　
た　
。　
し　
か　
し　
、　
す　
べ　
て　
が　
古　
墨　
の　
影　
響　

下　
に　
あ　
る　
と　
強　
弁　
し　
よ　
う　
と　
は　
思　
っ　
て　
い　
な　
い　
。　
一　
般　
的　
な　
絵　
画　
の　
影　
響　
も　
考　

慮　
す　
る　
必　
要　
も　
あ　
ろ　
う　
し　
、　
種　
々　
舶　
載　
せ　
ら　
れ　
た　
で　
あ　
ろ　
う　
絵　
画　
書　
も　
ま　
た　
参　

考　
に　
す　
る　
必　
要　
が　
あ　
ろ　
う　
。　
私　
が　
主　
張　
し　
て　
お　
き　
た　
い　
こ　
と　
は　
、　「　
詩　
箋　
」　
の　

影　
響　
の　
み　
を　
云　
々　
す　
る　
以　
前　
に　
、　
も　
っ　
と　
広　
い　
視　
野　
で　
柔　
軟　
に　
考　
え　
つ　
つ　
、　
当　

面　
は　
句　
と　
挿　
絵　
と　
の　
相　
関　
関　
係　
を　
測　
定　
し　
て　
い　
く　
必　
要　
が　
あ　
る　
と　
い　
う　
点　
で　
あ　

る　
。　
そ　
う　
し　
な　
い　
と　
、　
無　
意　
味　
な　
強　
弁　
と　
断　
定　
の　
み　
が　
先　
走　
り　
す　
る　
だ　
け　
で　
、　

『　
風　
の　
末　
』　
と　
い　
う　
俳　
書　
に　
と　
っ　
て　
も　
不　
幸　
な　
結　
末　
に　
陥　
っ　
て　
し　
ま　
う　
。　

な　
ぜ　
か　
よ　
う　
な　
指　
摘　
を　
す　
る　
の　
か　
と　
い　
う　
と　
、　『　
風　
の　
末　
』　
は　
嵐　
雪　
の　
三　
十　

三　
回　
忌　
追　
善　
俳　
書　
で　
あ　
っ　
て　
、　
そ　
の　
論　
理　
か　
ら　
逸　
脱　
す　
る　
も　
の　
で　
は　
な　
い　
と　
い　

う　
こ　
と　
で　
あ　
る　
。　
一　
体　
に　
、　
破　
笠　
の　
俳　
書　
に　
お　
け　
る　
挿　
絵　
を　
通　
覧　
し　
た　
と　
き　
、　

『　
風　
の　
末　
』　
ほ　
ど　
文　
房　
趣　
味　
な　
い　
し　
は　
中　
国　
趣　
味　
の　
濃　
厚　
な　
も　
の　
を　
知　
ら　
な　
い　
。　

と　
す　
る　
と　
、　
そ　
れ　
は　
破　
笠　
の　
趣　
味　
性　
が　
問　
題　
な　
の　
で　
は　
な　
く　
、　
あ　
り　
し　
日　
の　
嵐　

雪　
の　
姿　
が　
問　
題　
だ　
っ　
た　
の　
で　
は　
な　
か　
ろ　
う　
か　
。　

た　
と　
え　
ば　
、　
先　
に　
「　
葉　
図　
」　
こ　
と　
「　
梅　
葉　
図　
」　
の　
こ　
と　
を　
問　
題　
に　
し　
た　
が　
、　

嵐　
雪　
が　
『　
芭　
蕉　
一　
周　
忌　
』　（　
元　
禄　
八　
年　
）　
上　
梓　
以　
後　
、　
も　
っ　
ぱ　
ら　
禅　
に　
専　
念　
し　

て　
い　
た　
こ　
と　
と　
も　
関　
係　
が　
あ　
ろ　
う　
。　『　
風　
の　
末　
』　
に　
茶　
酒　
隣　
寥　
和　
は　
序　
文　
を　
記　

し　
て　
い　
る　
が　
、　
嵐　
雪　
晩　
年　
の　
庵　
の　
様　
子　
を　
「　
小　
暗　
き　
持　
仏　
を　
朝　
夕　
、　
明　
て　
達　
磨　

の　
尻　
目　
を　
尊　
み　
、　
木　
魚　
こ　
ち　

く　
と　
淋　
し　
く　
」　
と　
報　
告　
し　
て　
い　
る　
。　
こ　
の　
条　
は　

嵐　
雪　
句　
「　
年　
す　
で　
に　
明　
て　
達　
磨　
の　
し　
り　
目　
哉　
」　（　
『　
珠　
洲　
之　
海　
』　
等　
所　
収　
）　
を　
踏　

ま　
え　
て　
記　
さ　
れ　
た　
も　
の　
だ　
が　
、　
宗　
教　
的　
世　
界　
に　
安　
息　
し　
て　
い　
る　
様　
子　
が　
そ　
こ　
は　

か　
と　
な　
く　
窺　
え　
る　
。　
さ　
れ　
ば　
こ　
そ　
、　
唐　
墨　
に　
お　
け　
る　
「　
写　
経　
墨　
」　
と　
目　
さ　
れ　
る　

「　
貝　
葉　
」　
を　
意　
識　
す　
る　
必　
要　
が　
あ　
っ　
た　
も　
の　
と　
思　
わ　
れ　
る　
。　

以　
上　
の　
ご　
と　
く　
考　
え　
て　
み　
る　
と　
、　
破　
笠　
が　
『　
風　
の　
末　
』　
に　
描　
き　
こ　
ん　
だ　
挿　
絵　

の　
世　
界　
は　
、　
破　
笠　
の　
単　
純　
な　
文　
人　
趣　
味　
の　
問　
題　
で　
は　
な　
く　
、　
嵐　
雪　
の　
あ　
り　
し　
日　

を　
連　
想　
さ　
せ　
る　
趣　
向　
の　
も　
と　
に　
記　
さ　
れ　
て　
い　
る　
と　
考　
え　
た　
方　
が　
よ　
さ　
そ　
う　
で　
あ　

る　
。　

（　
九　
）　
破　
笠　
「　
擬　
作　
者　
」　
説　
か　
ら　
出　
発　
し　
て　

灰　
野　
昭　
郎　
氏　
は　
日　
本　
の　
美　
術　
『　
小　
川　
破　
笠　
―　
江　
戸　
工　
芸　
の　
粋　
』　（　
至　
文　
堂　
）　

に　
、　「　
擬　
作　
者　
破　
笠　
」　
の　
考　
え　
方　
を　
提　
示　
さ　
れ　
た　
。　
津　
軽　
『　
藩　
庁　
日　
記　
』　
の　
今　

岡　
常　
句　
、　
小　
川　
宗　
宇　
、　
直　
都　
の　
肩　
書　
「　
御　
擬　
作　
」　
に　
注　
目　
し　
て　
、　
次　
の　
よ　
う　
に　

ま　
と　
め　
ら　
れ　
る　
。　

擬　
作　
と　
は　
�　
そ　
れ　
ら　
し　
く　
み　
せ　
る　
も　
の　
�　
と　
す　
る　
と　
破　
笠　
の　
漆　
工　
技　
術　
で　

製　
作　
し　
た　
古　
墨　
写　
、　
鐔　
、　
小　
柄　
、　
笄　
写　
し　
、　
楽　
焼　
写　
、　
す　
べ　
て　
擬　
作　
で　
は　

な　
か　
ろ　
う　
か　
。　
そ　
れ　
も　
品　
格　
の　
あ　
る　
御　
擬　
作　
と　
い　
え　
る　
。　
ま　
た　
、　
一　
流　
の　

洒　
落　
に　
も　
通　
じ　
て　
い　
る　
。　
俳　
味　
も　
あ　
る　
と　
書　
い　
た　
ら　
書　
き　
す　
ぎ　
で　
あ　
ろ　
う　

か　
。　

ひ　
そ　
や　
か　
な　
語　
り　
口　
で　
、　「　
擬　
作　
者　
破　
笠　
」　
説　
は　
か　
く　
て　
発　
表　
さ　
れ　
た　
の　
で　
あ　

っ　
た　
。　
こ　
の　
指　
摘　
は　
、　
破　
笠　
の　
仕　
事　
の　
性　
格　
を　
す　
る　
ど　
く　
一　
面　
か　
ら　
剔　
出　
し　
て　

い　
る　
も　
の　
で　
は　
あ　
る　
。　
さ　
す　
が　
に　
同　
時　
代　
人　
の　
目　
は　
、　
破　
笠　
の　
仕　
事　
の　
特　
徴　
を　

と　
ら　
え　
て　
い　
る　
。　

し　
か　
し　
、　
必　
ず　
し　
も　
破　
笠　
細　
工　
の　
本　
質　
を　
看　
破　
し　
た　
も　
の　
と　
は　
称　
し　
が　
た　
い　
。　

あ　
く　
ま　
で　
も　
役　
人　
的　
視　
点　
か　
ら　
の　
観　
察　
に　
す　
ぎ　
な　
い　
。　
で　
は　
何　
と　
呼　
べ　
ば　
よ　
い　

の　
か　
と　
い　
う　
こ　
と　
に　
な　
る　
が　
、　
あ　
え　
て　
「　
擬　
作　
者　
」　
と　
呼　
ぶ　
ま　
で　
も　
な　
く　
、　

「　
破　
笠　
細　
工　
」　
は　
「　
破　
笠　
細　
工　
」　
な　
の　
で　
あ　
る　
。　

「　
擬　
作　
者　
」　
と　
い　
う　
呼　
称　
に　
か　
く　
も　
拘　
泥　
し　
て　
逡　
巡　
す　
る　
の　
は　
、　「　
擬　
作　
者　
」　
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と　
称　
す　
る　
こ　
と　
に　
よ　
っ　
て　
、　
破　
笠　
の　
本　
質　
が　
抜　
け　
落　
ち　
て　
い　
く　
印　
象　
が　
す　
る　
か　

ら　
で　
あ　
る　
。　
Ａ　
と　
い　
う　
作　
品　
が　
あ　
っ　
て　
Ａ　
の　
ま　
が　
い　
物　
を　
作　
る　
場　
合　
と　
、　
Ａ　
と　

い　
う　
作　
品　
が　
あ　
り　
、　
Ａ　
を　
模　
写　
し　
つ　
つ　
も　
ま　
っ　
た　
く　
異　
な　
る　
作　
品　
を　
作　
る　
場　
合　

と　
で　
は　
、　
そ　
の　
意　
味　
が　
違　
っ　
て　
く　
る　
。　
破　
笠　
は　
後　
者　
の　
方　
で　
あ　
り　
、　
贋　
物　
を　
製　

作　
し　
て　
い　
る　
わ　
け　
で　
は　
な　
い　
。　
作　
品　
Ａ　
を　
異　
次　
元　
の　
世　
界　
に　
現　
出　
せ　
し　
め　
て　
い　

る　
の　
で　
あ　
る　
。　
こ　
の　
再　
生　
産　
の　
手　
法　
は　
、　
も　
と　
も　
と　
の　
作　
品　
と　
は　
異　
な　
る　
一　
種　

の　
詩　
情　
が　
湧　
出　
し　
て　
く　
る　
よ　
う　
に　
配　
慮　
せ　
ら　
れ　
て　
い　
る　
。　
こ　
こ　
に　
い　
か　
に　
も　
文　

学　
的　
世　
界　
を　
経　
過　
し　
た　
人　
の　
、　
独　
自　
の　
「　
趣　
向　
」　
を　
感　
じ　
と　
っ　
て　
し　
ま　
う　
の　
で　

あ　
る　
。　
古　
墨　
を　
み　
て　
類　
似　
の　
古　
墨　
を　
製　
作　
し　
た　
な　
ら　
ば　
、　
そ　
れ　
は　
贋　
物　
以　
外　
の　

何　
も　
の　
で　
も　
な　
か　
ろ　
う　
。　
破　
笠　
の　
仕　
事　
が　
そ　
う　
で　
な　
い　
こ　
と　
は　
、　
誰　
の　
目　
に　
も　

明　
ら　
か　
で　
あ　
る　
。　
対　
し　
て　
、　
古　
墨　
の　
意　
匠　
を　
生　
か　
し　
な　
が　
ら　
別　
の　
作　
品　
と　
し　
て　

製　
作　
す　
る　
に　
せ　
よ　
、　
古　
墨　
を　
う　
つ　
す　
こ　
と　
に　
終　
始　
し　
て　
い　
る　
の　
か　
と　
い　
う　
と　
、　

そ　
う　
で　
も　
な　
い　
。　
古　
墨　
の　
意　
匠　
を　
使　
用　
し　
つ　
つ　
、　
ま　
っ　
た　
く　
別　
の　
雰　
囲　
気　
が　
立　

ち　
上　
が　
る　
よ　
う　
に　
工　
夫　
さ　
れ　
て　
い　
る　
の　
で　
あ　
る　
。　
菅　
原　
阮　
塘　
は　
「　
漆　
ヲ　
用　
ヒ　
ズ　

シ　
テ　
、　
漆　
器　
ノ　
如　
ク　
ニ　
作　
ル　
工　
夫　
」　（　『　
画　
師　
姓　
名　
冠　
字　
類　
抄　
』　）　
を　
指　
摘　
し　
て　
い　

る　
が　
、　
そ　
う　
し　
た　
方　
法　
に　
も　
通　
う　
「　
高　
度　
な　
技　
術　
」　
と　
位　
置　
付　
け　
る　
こ　
と　
が　
で　

き　
る　
。　

と　
こ　
ろ　
で　
文　
学　
に　
目　
を　
転　
じ　
て　
み　
る　
と　
、　
こ　
う　
し　
た　
手　
法　
は　
随　
所　
に　
み　
え　
る　
。　

本　
歌　
取　
り　
、　
換　
骨　
奪　
胎　
は　
た　
ま　
た　
点　
化　
句　
法　
（　
其　
角　
ら　
が　
意　
識　
し　
た　
俳　
諧　
の　
方　
法　
、　

漢　
詩　
文　
の　
世　
界　
よ　
り　
発　
想　
を　
う　
る　
）　
と　
（　
注　
九　
）　、　
類　
似　
の　
手　
法　
の　
呼　
称　
は　
枚　
挙　

に　
遑　
な　
い　
。　
俳　
諧　
を　
嗜　
ん　
で　
き　
た　
破　
笠　
に　
し　
て　
み　
れ　
ば　
、　
容　
易　
に　
発　
想　
で　
き　
る　

手　
法　
だ　
っ　
た　
の　
で　
は　
な　
か　
ろ　
う　
か　
。　

右　
の　
ご　
と　
き　
推　
定　
に　
立　
脚　
す　
る　
と　
き　
、　
新　
た　
な　
る　
課　
題　
に　
逢　
着　
せ　
ざ　
る　
を　
え　

な　
い　
。　
破　
笠　
と　
い　
う　
人　
物　
の　
仕　
事　
は　
、　
俳　
諧　
・　
工　
芸　
・　
絵　
画　
す　
べ　
て　
を　
総　
合　
的　

に　
評　
価　
し　
て　
い　
か　
ざ　
る　
を　
え　
な　
い　
の　
で　
は　
な　
い　
か　
と　
い　
う　
こ　
と　
で　
あ　
る　
。　
各　
は　

題　
材　
的　
に　
も　
手　
法　
的　
に　
も　
、　
微　
妙　
に　
交　
錯　
し　
て　
い　
く　
わ　
け　
で　
、　
そ　
の　
連　
関　
に　
注　

目　
し　
つ　
つ　
再　
評　
価　
し　
て　
い　
く　
要　
を　
痛　
感　
す　
る　
の　
で　
あ　
る　
。　
よ　
り　
具　
体　
的　
に　
言　
え　

ば　
、　
工　
芸　
お　
よ　
び　
俳　
書　
の　
挿　
絵　
に　
関　
し　
て　
は　
、　
そ　
の　
背　
後　
に　
豊　
饒　
な　
文　
学　
（　
日　

本　
文　
学　
・　
中　
国　
文　
学　
等　
）　
や　
文　
化　
的　
香　
り　
が　
、　
隠　
し　
味　
と　
し　
て　
潜　
め　
ら　
れ　
て　
い　

る　
の　
で　
あ　
っ　
て　
、　
そ　
の　
一　
つ　
一　
つ　
を　
検　
証　
し　
つ　
つ　
論　
じ　
あ　
げ　
て　
い　
く　
必　
要　
が　
あ　

る　
と　
い　
う　
こ　
と　
で　
あ　
る　
。　
こ　
の　
よ　
う　
な　
視　
点　
の　
欠　
如　
、　
強　
い　
て　
指　
摘　
す　
る　
な　
ら　

ば　
書　
籍　
な　
り　
発　
句　
な　
り　
へ　
の　
吟　
味　
の　
姿　
勢　
が　
な　
か　
っ　
た　
だ　
け　
に　
、　
従　
来　
の　
仮　
説　

は　
方　
向　
を　
大　
き　
く　
逸　
脱　
し　
て　
し　
ま　
っ　
た　
の　
で　
あ　
る　
。　

以　
上　
、　
私　
見　
を　
縷　
々　
述　
べ　
て　
き　
た　
。　
破　
笠　
を　
取　
り　
囲　
む　
文　
化　
状　
況　
へ　
の　
配　
慮　

と　
、　
そ　
の　
創　
作　
方　
法　
の　
一　
端　
を　
解　
明　
し　
て　
き　
た　
。　
さ　
ら　
な　
る　
破　
笠　
論　
の　
可　
能　
性　

を　
想　
定　
し　
つ　
つ　
、　
と　
り　
あ　
え　
ず　
擱　
筆　
す　
る　
こ　
と　
に　
し　
た　
い　
。　

（　
注　
九　
）　
其　
角　
の　
点　
化　
句　
法　
に　
つ　
い　
て　
は　
、　
す　
で　
に　
『　
其　
便　
』　（　
元　
禄　
七　
年　
）　

に　
そ　
の　
徴　
証　
が　
み　
え　
、　『　
句　
兄　
弟　
』　（　
元　
禄　
七　
年　
）　
に　
具　
体　
が　
示　
さ　

れ　
て　
い　
る　
。　
な　
お　
、　
こ　
の　
手　
法　
は　
明　
の　
梁　
公　
済　
著　
『　
氷　
川　
詩　
式　
』　

に　
倣　
っ　
た　
も　
の　
で　
あ　
る　
。　『　
氷　
川　
詩　
式　
』　
は　
詩　
の　
法　
則　
に　
つ　
い　
て　

論　
じ　
た　
も　
の　
で　
、　
近　
世　
中　
期　
の　
俳　
人　
に　
多　
大　
の　
影　
響　
を　
与　
え　
た　
。　

【　
付　
記　
】　
本　
稿　
執　
筆　
後　
、　
小　
林　
祐　
子　
氏　
の　
手　
に　
よ　
り　
、　「　
研　
究　
資　
料　
　　
小　
川　
破　
笠　

と　
『　
獨　
楽　
徒　
然　
集　
』　（　
破　
笠　
研　
究　
ノ　
ー　
ト　
）　」　
が　
「　
國　
華　
」　（　
第　
千　
百　
五　
十　
六　

號　
）　
に　
発　
表　
さ　
れ　
た　
。　『　
独　
楽　
徒　
然　
集　
』　
に　
お　
け　
る　
破　
笠　
挿　
絵　
の　
画　
題　
に　
、　

『　
八　
種　
画　
譜　
』　
の　
影　
響　
を　
観　
察　
し　
た　
も　
の　
で　
あ　
る　
。　
こ　
の　
指　
摘　
に　
は　
、　
ま　
っ　

た　
く　
賛　
同　
す　
る　
も　
の　
で　
あ　
る　
が　
、　
俳　
諧　
に　
お　
け　
る　
漢　
詩　
文　
の　
影　
響　
が　
芭　
蕉　
の　

存　
在　
に　
引　
き　
付　
け　
て　
指　
摘　
さ　
れ　
て　
い　
た　
。　
こ　
の　
部　
分　
に　
は　
、　
す　
こ　
ぶ　
る　
困　
惑　

を　
覚　
え　
た　
。　
こ　
う　
し　
た　
指　
摘　
は　
、　
基　
本　
的　
に　
享　
保　
時　
代　
の　
文　
化　
状　
況　
の　
中　
で　

試　
み　
ら　
れ　
る　
べ　
き　
で　
あ　
っ　
て　
、　
せ　
っ　
か　
く　
の　
『　
八　
種　
画　
譜　
』　
の　
指　
摘　
も　
色　
褪　

せ　
て　
し　
ま　
う　
ほ　
ど　
、　
初　
歩　
的　
な　
誤　
解　
が　
観　
察　
で　
き　
た　
。　
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